
Castles Built by 
the Kumano-Suigun Navy: 

Atagi-shi-jokan Castle Ruins 
Designated As a Historic Site

【
要
旨
】

　
熊
野
（
紀
伊
半
島
南
部
）
に
お
い
て
、
熊
野
水
軍
と
し
て
活
躍
し
た
安
宅
氏
が
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
期
の
動
乱
を

経
て
、
室
町
・
戦
国
期
の
紀
伊
国
の
複
雑
な
政
治
情
勢
の
中
で
、
熊
野
水
軍
と
し
て
、
自
立
的
に
自
ら
の
領
域
を
支
配
す
る
た

め
に
築
い
た
城
館
群
が
、
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
で
あ
る
。
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
役
割
・
性
格
を
担
っ

て
い
た
5
箇
所
の
城
館
跡
か
ら
な
る
。

　
こ
の
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
を
軸
と
し
て
、
熊
野
に
お
け
る
熊
野
水
軍
と
呼
ば
れ
る
在
地
の
領
主
層
と
彼
ら
が
築
い
た
城
館
に

つ
い
て
、
お
も
に
考
古
資
料
と
文
字
資
料
を
用
い
て
、
検
討
を
進
め
、
熊
野
水
軍
の
特
質
に
つ
い
て
触
れ
た
。

　
考
古
資
料
か
ら
は
、
瀬
戸
内
地
方
と
東
海
地
方
の
双
方
向
か
ら
の
視
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
播
磨
型
土
鍋
と
南
伊
勢
系
土
師
器
を

取
り
上
げ
、
検
討
し
た
。
ま
た
、
文
字
資
料
か
ら
は
、
日
置
川
河
口
部
に
位
置
す
る
出
月
宮
の
大
永
三
年
の
棟
札
（
写
）
に
お

け
る
奉
加
に
係
わ
る
地
名
の
分
布
よ
り
、
安
宅
氏
及
び
安
宅
氏
城
館
跡
の
動
態
に
つ
い
て
読
み
解
い
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
か

ら
、
水
軍
領
主
で
あ
る
安
宅
氏
の
広
域
的
な
活
動
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
安
宅
氏
以
外
の
熊
野
水
軍
の
城
館
に
つ
い
て
概
述
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
軍
領
主
の
特
質
と
地
域
ご
と
の
様
相
に
つ

い
て
、
把
握
し
た
。
熊
野
に
お
い
て
、「
海
へ
の
意
識
」
を
も
っ
た
立
地
を
持
つ
城
館
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
は
安
宅
氏

城
館
跡
で
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
熊
野
水
軍
が
築
い
た
城
館
の
規
模
・
分
布
に
つ
い
て
は
、
熊
野
三
山
の
影
響
の
多
寡
に
起
因
す
る
と
考
え
、
安
宅
氏
城
館
跡

を
素
材
に
検
討
し
た
が
、
今
後
は
他
の
熊
野
水
軍
の
城
館
の
動
態
の
把
握
と
比
較
検
討
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

佐
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純
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キ
ー
ワ
ー
ド 

　
熊
野
水
軍
、
中
世
城
館
、
棟
札
、
考
古
資
料
、
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
、「
海
へ
の
意
識
」

熊
野
水
軍
が
築
い
た
城
館

―
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
を
中
心
に
―
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ち
、
穿
入
蛇
行
や
環
流
丘
陵
と
い
っ
た
景
観
を
み
せ
る
。
河
口
部
の
沖
積
平
野
を
除

け
ば
、
平
坦
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
わ
ず
か
な
河
床
盆
地
や
河
岸
段
丘
、
山
の
緩
斜

面
を
熊
野
の
人
々
は
生
活
の
場
と
し
て
い
た
の
で
あ
（
（
（

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
熊

野
の
厳
し
い
地
勢
が
、
の
ち
に
熊
野
水
軍
と
呼
ば
れ
る
ひ
と
び
と
を
育
ん
だ
の
で
あ

る
。

　
熊
野
水
軍
の
定
義
は
、
近
年
高
橋
修
氏
ら
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
、
坂
本
亮
太
氏

に
よ
る
「
熊
野
に
拠
点
を
有
し
て
活
動
す
る
武
士
団
（
熊
野
の
武
士
た
ち
）
の
総
称

で
あ
り
、
史
料
的
に
は
「
熊
野
衆
」「
熊
野
悪
党
」「
熊
野
海
賊
」
な
ど
と
も
表
さ
れ

る
」
と
い
う
定
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
お
（
（
（
り
、
本
稿
で
も
基
本
的
に
そ
れ
に
従
う
。
本

稿
で
は
、
そ
の
定
義
に
お
け
る
内
実
を
探
る
べ
く
、
熊
野
水
軍
が
築
い
た
城
館
及
び

そ
の
動
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
主
題
と
す
る
。

一
　
安
宅
氏
と
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
に
つ
い
て

　
中
世
期
、
安
宅
氏
と
称
す
る
一
族
が
い
た
。
今
回
取
り
上
げ
る
和
歌
山
県
日
置
川

流
域
の
安
宅
氏
以
外
に
も
、
阿
波
や
淡
路
に
お
い
て
も
、
そ
の
活
躍
の
場
を
広
げ
て

い
た
。
著
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
三
好
長
慶
の
弟
の
安
宅
冬
康
が
挙
げ
ら
れ
、
淡
路
島

に
安
宅
八
家
衆
と
呼
ば
れ
る
一
族
衆
に
よ
り
、
い
く
つ
も
の
城
館
を
築
い
た
と
さ
れ

る
。
阿
波
国
に
も
、
安
宅
と
い
う
地
名
が
残
る
と
と
も
に
、
中
世
の
国
人
領
主
と
し

て
も
名
が
残
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。

　
以
下
で
、（
日
置
川
流
域
の
）
安
宅
氏
と
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
の
概
要
に
つ
い

て
、
述
べ
た
（
（
（

い
。

　
安
宅
氏
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
執
権
北
条
氏
に
よ
っ
て
阿
波
国
よ
り
派
遣
さ
れ
た

一
族
と
伝
わ
る
。
も
と
も
と
安
宅
氏
が
拠
点
と
し
た
安
宅
荘
（
白
浜
町
・
日
置
川
下

流
域
）
は
「
関
東
成
敗
地
」
と
し
て
北
条
氏
の
影
響
が
強
い
土
地
柄
で
あ
っ
た
が
、

同
時
期
に
「
熊
野
海
賊
」
が
紀
伊
半
島
沿
岸
部
を
中
心
に
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
抑
え
る
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
安
宅
氏
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

は
じ
め
に

　
熊
野
と
い
う
響
き
が
も
た
ら
す
イ
メ
ー
ジ
は
多
様
で
あ
る
。
深
山
幽
谷
た
る
山
々

の
連
な
り
、
苔
む
す
石
畳
が
敷
か
れ
た
聖
地
と
聖
地
を
結
ぶ
古
き
道
。
だ
が
、
そ
こ

に
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
海
、
と
い
う
視
点
が
あ
る
。
紀
伊
半
島
南
部
を
占
め
る
熊

野
に
お
い
て
、
海
か
ら
の
視
点
は
歴
史
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
神
武

東
征
の
航
路
と
し
て
、
ま
た
徐
福
の
補
陀
落
渡
海
の
出
航
地
と
し
て
、
い
に
し
え
か

ら
の
伝
説
に
彩
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
熊
野
の
範
囲
は
、
図

1
に
示
し
た
と
お
り
だ
が
、
便
宜
的
に
田
辺
湾
沿
岸
か
ら
尾
鷲
湾
沿
岸
を
結
ぶ
ラ
イ

ン
よ
り
以
南
の
範
囲
を
指
（
（
（

す
。

　
熊
野
の
海
は
、
紀
伊
半
島
の
東
側
を
熊
野
灘
、
西
側
を
枯
木
灘
と
呼
ぶ
。

　
紀
伊
半
島
は
、
大
陸
プ
レ
ー
ト
に
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
影
響
を
受
け
、
太

平
洋
に
突
き
出
す
形
で
隆
起
し
て
い
る
。
時
代
が
古
い
順
に
、
付
加
体
、
前
弧
海
盆

堆
積
体
、
火
成
岩
体
か
ら
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
特
徴
的
な
景
観
を
み
せ

て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
本
州
最
南
端
の
町
で
あ
る
串
本
町
の
橋
杭
岩
（
国

指
定
天
然
記
念
物
・
名
勝
）
で
あ
る
。
橋
杭
岩
は
、
前
弧
海
盆
堆
積
体
の
ひ
と
つ
で

あ
る
熊
野
層
群
の
割
れ
目
に
マ
グ
マ
が
列
状
に
貫
入
し
、
冷
え
て
固
ま
る
こ
と
に
よ

り
火
成
岩
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
海
水
の
浸
食
に
よ
り
、
柔
ら
か
い
熊
野
層

群
が
削
ら
れ
、
火
成
岩
の
一
部
も
崩
れ
た
。
そ
の
崩
れ
た
火
成
岩
が
、
津
波
等
の
波

の
作
用
に
よ
り
遠
く
へ
運
ば
れ
、
現
在
の
巨
大
な
岩
が
あ
た
か
も
橋
脚
の
よ
う
に
続

く
奇
岩
の
様
相
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
橋
杭
岩
に
代
表
さ
れ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
は
、
観

光
地
と
し
て
だ
け
で
な
く
「
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
も
、
近
年
と
み
に
名

高
（
（
（
い
。

　
山
深
い
紀
伊
山
地
で
あ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
に
反
し
て
そ
の
標
高
は
一
〇
〇
〇
ｍ
前

後
と
比
較
的
低
い
山
々
が
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
こ
の
熊
野
の
重
な
り
合
う
山
塊

を
、
熊
野
川
・
太
田
川
・
古
座
川
・
日
置
川
・
富
田
川
と
い
っ
た
中
小
河
川
が
穿
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表 1　中世城館一覧表

図 1　熊野水軍及び中世城館分布図（網掛部は、各勢力範囲のイメージを表現する）
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論考編 熊野水軍が築いた城館―史跡安宅氏城館跡を中心に―



　
近
世
期
に
は
、
日
置
や
大
野
・
古
屋
（
大
古
）
に
廻
船
中
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
、
と
く
に
日
置
浦
に
お
い
て
は
、
日
出
神
社
（
出
月
宮
）
を
中
心
に
、
湊
や
木
材

の
土
場
が
立
地
し
、
神
社
を
中
心
に
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
日
出
神
社

（
出
月
宮
）
は
、
安
宅
氏
に
よ
る
造
営
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
大
永
三
年
（
一
五

二
三
）
の
棟
札
が
残
っ
て
い
た
と
伝
わ
り
、
日
置
湊
に
つ
い
て
も
十
六
世
紀
代
に
遡

る
可
能
性
が
高
い
。
廻
船
は
、
日
置
浦
に
十
五
艘
、
古
屋
村
に
五
艘
、
大
野
村
に
八

艘
あ
っ
た
。
日
置
川
中
流
域
の
寺
山
村
の
百
姓
が
、
和
船
の
船
材
で
あ
る
梶
木
を
日

置
や
大
野
へ
送
り
下
し
て
い
る
史
料
が
残
っ
て
お
り
、
近
世
に
遡
っ
て
造
船
業
が
営

ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
紀
伊
半
島
南
岸
部
に
お
い
て
、
熊
野
水
軍
と
し
て
活
躍
し
た
安
宅
氏

が
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
期
の
動
乱
を
経
て
、
室
町
・
戦
国
期
の
紀
伊
国
の

複
雑
な
政
治
情
勢
の
中
で
、
熊
野
水
軍
（
水
軍
領
主
）
と
し
て
、
自
立
的
に
自
ら
の

領
域
を
支
配
す
る
た
め
に
築
い
た
城
館
群
が
、
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
で
あ
る
。
史
跡

安
宅
氏
城
館
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
役
割
・
性
格
を
担
っ
て
い
た
五
箇
所
の
城

館
跡
か
ら
な
る
（
図
2
）。

　
①
安
宅
氏
居
館
跡
は
、
日
置
川
河
口
部
付
近
の
微
高
地
上
に
立
地
し
て
お
り
、
海

上
交
通
・
流
通
に
特
化
し
た
熊
野
水
軍
安
宅
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
。
小
字
「
城
ノ

内
」
を
中
心
に
、
幅
約
一
〇
ｍ
程
度
の
堀
で
北
側
と
南
側
を
区
画
し
、
西
側
は
自
然

地
形
に
よ
り
低
湿
地
状
と
な
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
東
と
南
側
の
区
画
に
つ
い

て
は
、
地
下
レ
ー
ダ
探
査
の
調
査
成
果
に
よ
る
。
居
館
跡
の
規
模
は
、
南
北
約
一
二

〇
ｍ
、
東
西
約
一
〇
〇
ｍ
の
不
整
形
な
台
形
状
を
呈
す
る
。
本
拠
と
し
て
の
本
城
跡

は
、
中
世
期
を
通
じ
て
営
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
十
六
世
紀
末
～
十
七
世
紀
初

頭
か
ら
前
半
頃
に
は
廃
絶
さ
れ
、
近
世
か
ら
現
代
に
か
け
て
田
畑
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
～
三
十
年
代
に
再
開
発
さ
れ
、
宅
地
化
し
て
い
る
。
出
土
遺
物

か
ら
、
紀
伊
半
島
を
中
心
と
す
る
東
西
双
方
向
か
ら
の
交
易
・
交
流
の
様
相
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
側
か
ら
は
、
山
茶
碗
・
南
伊
勢
系
土
師
器
・
常
滑
焼
・
瀬

戸
美
濃
系
陶
器
、
西
側
か
ら
は
、
瓦
器
・
播
磨
型
土
鍋
・
備
前
焼
な
ど
が
搬
入
し
て

六
波
羅
探
題
で
あ
る
北
条
仲
時
に
殉
じ
、
勢
力
を
減
退
さ
せ
る
が
、
南
北
朝
期
の
動

乱
の
中
、
主
に
北
朝
方
（
室
町
幕
府
方
）
と
し
て
、
淡
路
島
の
海
賊
退
治
や
紀
伊
水

道
を
挟
ん
だ
阿
波
国
の
所
領
経
営
を
任
さ
れ
る
と
い
っ
た
水
軍
領
主
と
し
て
の
活
動

が
み
ら
れ
る
。

　
室
町
期
の
安
宅
氏
は
、
紀
伊
国
守
護
の
畠
山
氏
と
の
関
わ
り
が
深
ま
っ
て
い
く
。

応
仁
の
乱
以
降
の
紀
伊
国
で
は
、
畠
山
氏
が
畠
山
義
就
・
義
英
派
と
畠
山
政
長
・
尚

順
（
尚
慶
・
卜
山
）
派
と
二
分
し
て
争
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
熊
野
三
山
を

は
じ
め
と
す
る
宗
教
勢
力
、
室
町
幕
府
奉
公
衆
（
山
本
氏
・
湯
河
氏
・
玉
置
氏
等
）

や
在
地
領
主
層
（
安
宅
氏
・
久
木
小
山
氏
・
周
参
見
氏
等
）
と
い
っ
た
各
勢
力
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
関
係
の
も
と
協
同
と
敵
対
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
複
雑
な
様
相
を

示
し
て
い
た
。

　
文
亀
年
間
頃
に
は
、
安
宅
氏
が
詰
め
て
い
た
「
安
宅
南
要
害
」（
勝
山
城
に
比
定
）

防
衛
の
命
令
が
、
畠
山
尚
順
か
ら
久
木
小
山
氏
へ
下
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
畠
山
稙

長
（
尚
順
の
子
）
よ
り
動
員
の
命
令
を
受
け
、
久
木
小
山
氏
と
と
も
に
、
奉
公
衆
山

本
氏
の
居
城
・
龍
松
山
城
（
弘
誓
寺
城
）
に
援
軍
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
武
功
を
挙
げ

て
い
る
（
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）
～
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
））。
こ
の
よ
う

に
戦
国
期
の
安
宅
氏
は
、
両
畠
山
氏
の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
か
で
、
主
に
畠
山

尚
順
―
稙
長
派
と
し
て
、
久
木
小
山
氏
と
と
も
に
活
動
し
て
い
た
。

　
織
豊
期
の
安
宅
氏
は
、
秀
吉
の
紀
州
攻
め
に
よ
り
帰
順
し
、
豊
臣
家
の
水
軍
の
一

派
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
。
近
世
期
に
お
い
て
は
、
紀
州
藩
の
地
士
と
し
て

地
域
で
は
影
響
力
を
持
つ
存
在
で
あ
っ
（
（
（
た
。

　
安
宅
氏
は
、
久
木
小
山
氏
と
共
同
で
日
置
川
流
域
の
山
林
を
管
理
し
て
お
り
、
大

坂
城
の
普
請
に
あ
た
る
な
ど
と
い
っ
た
材
木
運
送
全
般
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
熊

野
水
軍
に
よ
り
紀
伊
半
島
か
ら
海
路
で
運
ば
れ
た
物
資
の
代
表
と
し
て
森
林
資
源

（
材
木
・
檜
皮
）
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
安
宅
氏
も
例
に
漏
れ
ず
日
置
川
流
域
の
森

林
資
源
を
掌
握
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
室
町
期
も
同
様
に
山
林
を
支
配

し
、
材
木
運
送
に
も
携
わ
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
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図 2　史跡安宅氏城館跡　測量図
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④
土
井
城
跡
は
、
富
田
荘
か
ら
安
宅
荘
へ
の
街
道
沿
い
の
丘
陵
上
に
築
か
れ
て
い

る
。
南
北
約
二
四
〇
ｍ
、
東
西
約
八
〇
ｍ
の
規
模
を
測
り
、
尾
根
筋
の
自
然
地
形
を

活
か
し
た
堅
城
で
あ
る
。
境
目
の
城
で
あ
る
「
要
害
山
城
跡
」
と
は
、
熊
野
参
詣
道

大
辺
路
を
介
し
て
、
対
と
な
る
城
跡
で
あ
り
、
安
宅
荘
へ
の
北
側
入
口
と
な
る
要
地

を
占
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
投
入
さ
れ
た
土
木
量
も
大
き
く
、
築
城
技
術
が
概
し

て
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
時
期
の
把
握

は
困
難
だ
が
、
十
五
世
紀
～
十
六
世
紀
代
の
備
前
焼
甕
の
底
部
片
が
表
採
さ
れ
て
い

る
。（
図
3
―
10
）
残
存
長
七
・
三
㎝
、
復
元
底
部
径
二
九
・
二
㎝
を
測
り
、
外
面

の
色
調
が
暗
赤
褐
色
（
5
Ｙ
Ｒ
　
3
／
4
）
を
呈
す
る
。
破
片
資
料
の
た
め
判
断
が

難
し
い
が
、
間
壁
編
年
の
Ⅳ
期
～
Ⅴ
期
前
半
代
に
比
定
さ
れ
（
（
（

る
。
こ
れ
ま
で
時
期
比

定
の
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
土
井
城
跡
の
年
代
観
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な

資
料
と
な
る
。

　
⑤
要
害
山
城
跡
は
、
熊
野
参
詣
道
大
辺
路
富
田
坂
を
通
じ
て
連
携
し
て
い
る
境
目

の
城
（
富
田
荘
と
の
境
）
で
あ
る
。
安
宅
氏
の
最
前
線
基
地
と
し
て
、
富
田
荘
（
奉

公
衆
山
本
氏
の
領
域
）
側
の
斜
面
に
対
し
て
の
み
畝
状
空
堀
群
を
設
け
、
防
御
性
を

高
め
て
い
る
。
山
本
氏
は
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
時
点
に
お
い
て
、
義
就
流
畠

山
氏
派
（
基
家
）
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
政
長
流
畠
山
氏
派
（
尚
順
）
で
あ
る
安

宅
氏
と
は
一
時
的
に
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
出
土
し
た
遺
物
か
ら
、
城

跡
が
機
能
し
て
い
た
の
も
同
時
期
で
あ
り
、
城
館
の
位
置
づ
け
が
明
確
な
例
と
な
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
安
宅
荘
域
内
を
見
渡
せ
る
標
高
約
二
一
二
ｍ
の
勝
山
城
、
河
川
交

通
の
要
衝
を
抑
え
る
大
野
城
跡
、
岬
の
先
端
に
位
置
し
海
上
交
通
の
見
張
り
の
役
割

を
担
う
大
向
出
城
跡
が
、
安
宅
氏
に
関
連
す
る
城
館
と
し
て
注
目
さ
れ
、
今
後
の
詳

細
な
調
査
や
追
加
指
定
が
望
ま
れ
る
。

二
　
考
古
資
料
か
ら
み
た
安
宅
氏
と
安
宅
氏
城
館
跡
の
動
態

　
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
の
組
成
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲

い
る
。

　
安
宅
氏
居
館
跡
の
特
徴
と
し
て
、
河
川
か
ら
の
比
高
の
著
し
く
低
い
微
高
地
に
営

ま
れ
て
お
り
、
常
に
水
害
の
危
険
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
安
宅
氏
が

あ
え
て
、
こ
の
地
に
本
拠
を
築
い
た
理
由
と
し
て
、
水
運
の
利
便
性
を
追
及
し
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
、
船
着
場
が
居
館
と
隣
接
す
る
形
で
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
関
連

す
る
。
さ
ら
に
十
六
世
紀
前
半
代
に
は
、
領
域
内
の
寺
社
整
備
と
関
連
し
て
、
日
置

湊
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
日
置
湊
か
ら
安
宅
の
船
着
場
・
本
拠
へ
の

連
携
が
想
定
で
き
る
。
ち
な
み
に
安
宅
本
城
跡
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
名

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
「
安
宅
本
城
跡
」
内
に
、「
史
跡
安
宅
氏
居
館
跡
」
の
指
定

範
囲
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。

　
②
八
幡
山
城
跡
は
、
安
宅
氏
居
館
跡
の
「
詰
め
の
城
」
で
あ
り
、
根
小
屋
式
山
城

と
な
る
。
南
北
約
二
〇
〇
ｍ
、
東
西
約
一
二
〇
ｍ
の
規
模
を
測
り
、
最
高
所
は
標
高

約
八
〇
ｍ
で
あ
る
。
尾
根
上
の
先
端
に
位
置
し
て
お
り
、
急
傾
斜
か
つ
深
田
池
が
あ

る
東
側
を
除
い
た
三
方
向
に
、
遮
断
施
設
（
横
堀
・
堀
切
）
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
城
域
の
内
外
を
明
確
に
区
画
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
発
掘
調
査
に
よ
り
、

二
時
期
の
遺
構
面
が
確
認
さ
れ
、
最
終
遺
構
面
は
火
災
に
遭
っ
た
後
に
は
再
利
用
さ

れ
て
い
な
い
。
出
土
し
た
遺
物
か
ら
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
城
が

機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
③
中
山
城
跡
は
、
安
宅
地
域
よ
り
や
や
日
置
川
を
遡
っ
た
田
野
井
地
域
に
位
置
す

る
。
環
流
丘
陵
と
な
っ
て
お
り
、
現
流
路
と
旧
流
路
が
形
成
し
た
谷
に
よ
っ
て
、
独

立
丘
陵
状
を
呈
し
て
い
る
。
最
高
所
は
約
三
八
ｍ
を
測
り
、
大
小
二
つ
の
方
形
の
曲

輪
が
組
み
合
わ
さ
る
。
そ
の
構
造
か
ら
「
館
城
」
と
し
て
の
評
価
も
さ
れ
て
お
り
、

田
野
井
地
域
の
支
配
の
拠
点
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
の
出
土
量
は
、
八
幡
山
城
跡
・

要
害
山
城
跡
と
比
較
し
て
非
常
に
少
な
い
が
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
頭

を
主
と
し
な
が
ら
、
十
六
世
紀
後
半
や
十
七
世
紀
前
半
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
点

が
注
目
さ
れ
る
。
他
の
山
城
と
異
な
る
出
土
状
況
は
城
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
上
で

重
要
で
あ
る
。
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る
（
本
書
資
料
編
Ⅱ
．
考
古
資
料
　
二
　
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
の
遺
物
組
成
）。
こ

こ
で
は
特
徴
的
な
遺
物
か
ら
、
安
宅
氏
と
安
宅
氏
城
館
跡
の
実
態
に
迫
り
た
い
。

　
城
館
跡
か
ら
は
多
く
の
中
世
期
の
遺
物
が
出
土
す
る
が
、
そ
の
時
期
比
定
に
つ
い

て
は
、
輸
入
陶
磁
器
、
国
産
陶
器
、
土
師
器
か
ら
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
長
期
の
耐
用
年
数
が
見
込
ま
れ
、
伝
世
品
の
可
能
性
が
あ
る
輸
入
陶

磁
器
、
国
産
陶
器
か
ら
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
は
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

可
能
な
か
ぎ
り
、
在
地
産
の
土
器
（
土
師
器
等
）
で
編
年
を
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
熊
野
で
編
年
を
組
む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
熊
野
は
、
在
地
の

土
器
生
産
を
行
っ
て
い
な
い
地
域
と
見
做
さ
れ
て
お
（
（
（

り
、
そ
も
そ
も
の
発
掘
調
査
事

例
の
少
な
さ
と
相
ま
っ
て
、
土
師
皿
の
編
年
も
組
ま
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
搬
入
土
器
で
は
あ
る
が
、
消
費
ス
パ
ン
が
短
期
間
と
想
定
さ
れ
る
土
製

煮
炊
具
（
土
鍋
）
の
出
土
状
況
を
踏
ま
え
、
改
め
て
時
期
比
定
や
分
布
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　
安
宅
氏
城
館
跡
で
確
認
で
き
る
土
製
煮
炊
具
は
、
い
わ
ゆ
る
播
磨
型
土
鍋
と
南
伊

勢
系
土
師
器
の
鍋
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
出
土
量
が
多
い
播
磨
型
土
鍋
か
ら
と
り
あ
げ

る
。
こ
こ
で
は
、
基
本
的
に
長
谷
川
編
年
に
準
拠
す
（
（1
（

る
。

　
安
宅
氏
城
館
跡
で
は
、
安
宅
本
城
跡
（
安
宅
氏
居
館
跡
）、
八
幡
山
城
跡
、
中
山

城
跡
、
要
害
山
城
跡
か
ら
、
Ⅴ
期
～
Ⅶ
期
に
わ
た
り
出
土
す
る
。（
図
3
―
1
～
8
）

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
城
館
か
ら
は
、
そ
の
量
の
多
寡
は
別
と
し
て
、
す
べ
て
播

磨
型
土
鍋
が
出
土
す
る
。
Ⅴ
期
は
十
五
世
紀
前
半
、
Ⅵ
期
は
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十

六
世
紀
初
頭
頃
、
Ⅶ
期
は
十
六
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
代
に
比
定
さ
れ
る
。

　
Ⅴ
期
は
、
ご
く
少
量
の
搬
入
と
み
ら
れ
る
が
、
堺
環
濠
都
市
遺
跡
や
熊
野
東
部
の

川
関
遺
跡
（
那
智
勝
浦
町
）
と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
搬
入
さ
れ
て
い
る
点
が
意
義
深

い
。（
図
3
―
1
）
小
片
で
あ
る
が
、
鍔
部
の
断
面
三
角
形
状
の
貼
付
突
帯
が
明
瞭

に
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
口
縁
端
部
内
面
の
ナ
デ
に
よ
る
凹
線
も
は
っ
き
り
と
残
る
。

　
Ⅵ
期
の
播
磨
型
土
鍋
に
は
、
口
縁
部
が
短
く
外
反
す
る
も
の
と
ま
っ
す
ぐ
立
ち
上

図 3　史跡安宅氏城館跡　出土遺物実測図
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が
あ
る
。
中
世
前
期
で
は
、
集
中
的
に
分
布
す
る
南
伊
勢
地
域
、
志
摩
地
域
の
ほ

か
、
東
海
道
沿
岸
地
域
に
一
定
量
が
分
布
す
る
と
と
も
に
、
東
北
や
九
州
な
ど
遠
方

に
も
点
的
な
分
布
が
広
が
る
。
ま
た
、
鎌
倉
に
安
定
し
た
分
布
が
み
ら
れ
る
。
中
世

後
期
に
お
い
て
は
、
分
布
の
中
心
域
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
拡
散
的
な
状
況
が

収
斂
し
て
い
く
様
相
が
み
ら
れ
る
。
一
遺
跡
に
お
け
る
出
土
数
が
一
～
二
点
で
あ
る

が
、
紀
伊
（
熊
野
）
東
部
、
尾
張
、
三
河
、
遠
江
な
ど
固
定
的
な
状
況
を
示
す
。
こ

れ
ら
の
分
布
状
況
か
ら
、
南
伊
勢
系
土
師
器
は
、
伊
勢
を
起
点
と
し
た
海
運
と
の
密

接
な
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
動
向
に
は
、
神
宮
神
役
人
で
在
地

土
器
職
人
を
指
揮
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
有
爾
御
器
長
と
、
そ
の
配
下
の
工
人
集

団
が
直
接
関
わ
り
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
、
神
宮
や
山
田
の
商
職
人
の
関
与
が
想

定
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。

　
南
伊
勢
系
土
師
器
の
中
世
後
期
に
お
け
る
分
布
の
西
限
は
、
こ
れ
ま
で
川
関
遺
跡

（
那
智
山
）
で
あ
っ
た
が
、
安
宅
氏
居
館
跡
で
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
西
限

が
熊
野
西
部
に
面
的
に
広
が
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
指
摘
ど
お
り
、
東
西
双
方
向
の
流

通
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
も
に
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
伊
勢
（
神
宮
）
と
の
関
わ
り
が
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
播
磨
型
土
鍋
と
と
も
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
か
ら
搬
入
さ
れ
る
代
表
的
な
土
器
と

し
て
、
備
前
焼
が
挙
げ
ら
れ
る
。
和
歌
山
県
内
の
備
前
焼
に
つ
い
て
は
、
北
野
隆
亮

氏
が
詳
細
な
検
討
を
さ
れ
て
い
る
た
（
（1
（

め
、
こ
こ
で
は
概
要
を
述
べ
る
に
留
め
る
。
県

内
で
は
、
備
前
焼
編
年
Ⅱ
期
に
、
根
来
寺
周
辺
で
す
り
鉢
が
一
定
量
出
土
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
次
の
Ⅲ
期
に
お
い
て
は
、
紀
伊
北
部
の
紀
ノ
川
流
域
を
お
も

な
分
布
域
と
し
な
が
ら
も
、
紀
伊
中
部
か
ら
南
部
の
城
館
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
搬
入

し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
安
宅
本
城
跡
（
安
宅
氏
居
館
跡
）・
長
寿
寺
出
土
例

に
つ
い
て
は
、
分
布
範
囲
の
南
限
を
示
す
。
こ
の
時
期
の
備
前
焼
は
鎌
倉
で
も
出
土

し
て
お
り
、
そ
の
流
通
経
路
と
し
て
太
平
洋
沿
岸
部
を
経
由
し
た
、
海
上
輸
送
が
想

定
さ
れ
る
。
Ⅳ
期
・
Ⅴ
期
に
か
け
て
出
土
例
は
急
激
に
増
加
し
、
紀
伊
東
部
で
も
出

土
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
Ⅴ
期
の
十
六
世
紀
に
新
た
な
出
土
地
が
増

が
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
安
宅
氏
城
館
跡
で
は
、
当
該
期
の
出
土
が
最
も
多
く
、

安
宅
氏
居
館
跡
（
図
3
―
2
～
4
）、
八
幡
山
城
跡
（
図
3
―
6
）、
中
山
城
跡
（
図

2
―
7
）、
要
害
山
城
跡
（
図
3
―
8
）
で
確
認
で
き
る
。
と
く
に
安
宅
氏
居
館
跡

以
外
で
は
、
当
該
時
期
の
播
磨
型
土
鍋
し
か
出
土
し
な
い
。
た
だ
し
、
Ⅵ
期
と
し
た

も
の
で
も
鍔
部
や
口
縁
部
の
形
状
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
型
式
差
か
Ⅵ
期
の
範
疇
で

も
時
期
幅
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。
Ⅵ
期
～
Ⅶ
期
に
か
け
て
は
、
ほ
ぼ
一
世
紀
近
い

年
代
観
の
幅
が
あ
る
た
め
、
細
分
化
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
図
3
―
3
や
図
3

―
8
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
突
帯
の
先
端
部
を
意
図
的
に
ナ
デ
に
よ
り
平
坦
に

し
、
断
面
方
形
状
を
志
向
す
る
。
い
ず
れ
も
、
突
帯
の
全
周
囲
に
施
す
わ
け
で
は
な

く
、
一
部
分
に
限
定
さ
れ
る
点
も
共
通
す
る
。
こ
の
技
法
に
つ
い
て
は
、
安
宅
氏
居

館
跡
と
要
害
山
城
跡
で
確
認
さ
れ
る
が
、
要
害
山
城
跡
出
土
の
播
磨
型
土
鍋
に
多
い

傾
向
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ

る
が
、
他
の
類
例
と
比
較
検
討
し
た
（
（1
（
い
。

　
Ⅶ
期
の
鍔
部
に
つ
い
て
は
、
形
状
的
に
は
同
じ
段
状
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
貼
り
付
け
表
現
で
な
く
、
ナ
デ
に
よ
り
段
差
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
安
宅

氏
居
館
跡
（
図
3
―
5
）
で
出
土
す
る
。

　
播
磨
型
土
鍋
は
、
安
宅
氏
居
館
跡
に
お
い
て
、
Ⅴ
期
か
ら
Ⅶ
期
に
か
け
て
継
続
的

に
出
土
す
る
一
方
、
八
幡
山
城
跡
や
要
害
山
城
跡
で
は
Ⅵ
期
に
集
中
し
て
出
土
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
出
土
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
城
館
の
年
代
観
と
矛
盾
す
る
も
の
で

は
な
い
。

　
南
伊
勢
系
土
師
器
の
鍋
は
、
安
宅
氏
居
館
跡
か
ら
二
点
出
土
し
て
い
る
。
う
ち
一

点
の
み
図
化
可
能
で
あ
っ
た
。（
図
3
―
9
）
小
片
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な
器
壁
の

薄
さ
と
ハ
ケ
目
調
整
が
確
認
さ
れ
、
中
世
後
期
に
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
（
（1
（
る
。
南
伊

勢
系
土
師
器
は
、
古
墳
時
代
以
来
の
伝
統
を
有
し
て
い
る
酸
化
焰
焼
成
の
土
器
で
あ

る
。
近
現
代
ま
で
素
焼
き
・
手
ご
ね
の
土
器
を
生
産
し
続
け
る
南
伊
勢
地
域
で
生
産

さ
れ
、
そ
の
背
景
に
は
神
宮
の
存
在
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。

　
分
布
地
域
は
、
中
世
前
期
（
鎌
倉
期
）
と
中
世
後
期
（
室
町
・
戦
国
期
）
で
変
動
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天
下
泰
平
国
土
豊
饒
庄
内
安
全
　
大

于
時

永
三
未癸

并
ニ
富
田
千
代
寿
女

　
　
泰
造
立
出
月
宮
一
宇
　
紀
州
牟
婁
郡
橘
氏
安
宅
大
炊
助
俊
■

　
　
一
門
繁
昌
所
願
成
就
寿
命
長
穏
也処
　
　
藤
白
ノ
　
　
大
工
藤
原
弥
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
工
藤
原

　【
裏
面
】

　
　
　
　
　
　
　
右
筆
那
智
山
寺
尾
二
位
公

　
　
　
大
永
三
年
八
月
吉
日
　
　
出
月
宮
各
志
之
注
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
見
草
）

　
　
百
文
　
ぬ（

布
）の

一
　
ふ

（
宝

　勝
）

う
し
や
う
寺
　
　
百
文

ひ
く
さ
のし

ん
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
見
草
）

　
　
百
文
　
き（

祗

　園
？
）

お
ん
の
こ
う
太
郎
　
　
二
百
文
　

め
く
さ
のち

ん
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
山
）

　
　
百
文
　
ひ
こ
衛
門
　
　
百
文
　
く（

栗

　栖
）

り
す
う
寺
　
百
文

き
た
山小

三
郎

　
　
　
　
　（
日
置
）

　
　
ぬ
の
一

へ
き
の太

郎
四
郎
　
　
百
文
　
き（

祗

　園
）

お
ん
坊
　
わ
た
一
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま（

増

川

？

）

し
か
わ
の
た（

多
田
）ゝ

　
　
百
文
　
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
和
）

　
　
か（

紺
）う
一
枚
　
し（

塩

　屋
）
ふ
や
の
寺
　
ぬ
の
三
ひ
ろ

や
ま
と
のき（

灸

　點
？
）

う
て
ん

　
　
　
　
　（
稼
谷
）

　
　
百
文
　

か
せ
き
の又

二
郎
　
　
　
百
文
　
弥

山
く
ち

三
郎
殿

　
　
わわ

たた
百
の
分
　
ふ（

福

　田
）
く
た
殿
　
わ
た
百
の
分

　
な
か
や
殿

田
井
実
次

ヘ
キ
正
包

（
宇
井
ケ
地
）

う
い
か
ち

加
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
土
井
城
跡
の
表
採
資
料
（
図
3
―
10
）
に
つ
い

て
も
同
時
期
に
比
定
さ
れ
る
。

　
安
宅
氏
城
館
跡
の
特
色
と
し
て
、
周
辺
地
域
の
城
館
と
の
比
較
か
ら
備
前
焼
の
出

土
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
長
寿
寺
出
土
の
紀
年
銘
備
前
焼
大
甕
（
暦
応
五

年
［
一
三
四
二
］）
と
合
わ
せ
て
、
安
宅
荘
に
お
け
る
瀬
戸
内
地
域
と
の
流
通
や
交

易
の
一
端
を
示
す
ひ
と
つ
の
例
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
安
宅
氏
が
淡
路
で
の
水
軍

的
な
活
動
や
阿
波
国
荘
園
の
地
頭
職
に
宛
が
わ
れ
て
い
た
事
例
の
よ
う
に
紀
淡
海
峡

に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
水
ノ
子
岩
の
沈
没
船
の
バ
ラ
ス
ト
が
日
置
川
流
域
か

ら
採
取
さ
れ
た
川
原
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
深
く
関
わ

っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

三
　
文
字
資
料
か
ら
み
た
安
宅
氏
と
安
宅
氏
城
館
跡
の
動
態

　
文
字
資
料
か
ら
み
た
安
宅
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
高
橋
修
氏
ら
の
先
行
研
究
を

も
と
に
、
坂
本
亮
太
氏
の
最
近
の
業
績
に
詳
し
（
（1
（
い
。
本
章
で
は
、
文
字
資
料
で
も
、

と
く
に
棟
札
か
ら
安
宅
氏
と
安
宅
氏
城
館
跡
の
動
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。　
日

置
川
流
域
の
棟
札
に
つ
い
て
は
、
高
橋
修
氏
に
よ
り
検
討
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

が
、
先
行
研

究
の
成
果
に
導
か
れ
な
が
ら
、
新
た
な
知
見
を
加
え
て
み
た
い
。

　
中
世
期
、
と
く
に
大
永
～
天
文
年
間
頃
の
日
置
川
流
域
に
本
拠
を
占
め
る
領
主
層

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
拠
点
と
す
る
村
落
に
お
い
て
、
寺
社
の
造
営
・
経
営
の
主
体
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。
こ
こ
で
は
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）

に
安
宅
氏
が
主
と
な
っ
た
出
月
宮
（
現
・
日
出
神
社
）
造
立
に
か
か
る
棟
札
（
写
）

を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
本
棟
札
は
現
存
せ
ず
、
明
治
二
十
六
年
に
神
社
に
伝
来
す

る
棟
札
類
を
書
き
写
し
た
古
文
書
中
に
写
し
が
残
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。

　
史
料
1
　
出
月
宮
　
棟
札
（
写
）

　【
表
面
】
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わ
た
百
ふ
ん
　
わ
う
九
郎
　
　
百
文
　

又か
た
な
一

　
せ

や
た

ん
さ
へ
も
ん
殿

　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
し
四
郎
殿
　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
四
郎
ひ
や
う
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
河
内
）

　
　
こ
う
一
た
ん
　
ゑ（

江

　住
）
す
ミ
む
ら
中
　
わ
た
二
百
ふ
ん

お
ゝ
か
う
ち
ち

（
長

　泉
）う
せ
ん
寺

　
　
　（
高
瀬
）
（
中
島
）

　
　
百
文た

か
せ
の
な
か
し
ま

　
せ
ん
へ
も
ん
両
人
中
　
　
百
文
　
う（

瓜

　谷
）

里
た
に
殿

　
　
百
文
　
こ

（
小
松
原
）

ま
つ
は
ら
殿
　
　
一
寶
前
　
す（

周
参
見
）
さ
ミ
殿

　
　
お布一
ひ
三
す
ち
　
四
郎
三
郎
殿
　
こ
う
一
た
ん
　
和
田
殿

　
裏
面
に
は
、
筆
者
と
し
て
「
那
智
山
寺
尾
二
位
君
」
の
名
と
、「
出
月
宮
各
志
之

注
文
」、
い
わ
ゆ
る
奉
加
帳
形
式
で
地
名
・
人
名
・
寺
社
名
・
寄
進
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
。
総
数
で
一
〇
七
件
を
数
え
る
記
載
が
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
特
徴
を
列
挙

す
る
。①

人
名
＋
殿	

�「
す
さ
ミ
（
周
参
見
）
殿
」「
ひ
ろ
は
た
（
廣
畑
）
殿
」「
ふ

く
た
（
福
田
）
殿
」「
御
も
と
（
本
）
殿
」「
一
わ
た
（
和

田
）
殿
」「
う
里
た
に
（
瓜
谷
）
殿
」「
こ
ま
つ
は
ら
（
小
松

原
）
殿
」
な
ど

②
地
名
＋
人
名

　
　（
通
称
名
） 	

�「
へ
き
（
日
置
）
の
し
き
ふ
（
式
部
）」「
あ
た
き
（
安
宅
）

の
ひ
こ
太
郎
殿
」「
き
た
山
（
北
山
）
小
三
郎
」「
い
る
か

（
入
鹿
）
し
ん
さ
へ
も
ん
」「
す
さ
ミ
（
周
参
見
）
の
か
も
ん

（
掃
部
）」「
さ
と
の
う
ら
（
里
野
浦
）
四
郎
へ
も
ん
殿
」「
あ

こ
（
安
居
）
の
な
め
き
（
生
木
）」
な
ど

③
寺
社
仏
閣	

�「
ふ
う
し
や
う
（
宝
勝
）
寺
」「
し
お
の
（
塩
野
）
の
く
お
う

（
辻
野
）

つ
し
の
ゝ

（
辻
野
）

つ
し
の
ゝ

（
周
参
見
）

す
さ
ミ
の

　
　
か
た
な
一
こ
し
　
　
太
郎
ひ
や
う
へ
殿
　
百
文
　

又こ（紺
）う一

　
ひ
こ
太
郎
殿

　
　
は
な
百
の
ふ
ん
　
ひ
こ
太
郎
母
儀
　
　
ぬ
の
一
　
同
す
け
三
郎

　
　
ぬ
の
一
　
又

み
や
も
と三

郎
　
　
百
文
　

又ぬ
の
一

　
　
屋（

矢
田
）た

殿

　
　
　
　
　
（
宇
陀
）

　
　
三
百
文
　
太

う
た

郎
さ
へ
も
ん
殿
　
一
貫
文
　
湊

へ
き
の

き
や
う
さ
へ
も
ん
殿

　
　
二
百
文
　
　
　
　
て

へ
き
の
ら
二
郎
　
　
百
文
　
な

へ
き
の
か
の
あ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
榎
本
）

　
　
わ
た
百
の
ふ
ん
　
　
し

ゑ
の
も
とん

三
郎
　
わ
た
百
の
ふ
ん
　
　
い

や
た
の

や
七

　
　
百
文
　

又こ
う
一

　
御（

御

　本
）
も
と
殿
　
　
二
百
文
　
一（

一
和
田
）
わ
た
殿

　
　
百
文
　

又こ
う
二
た
ん

　
し
な
の
殿
　
　
百
文
　
ふ

（
宝

　蔵

　庵
？
）

う
し
や
あ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
宅
）

　
　
百
文
　
し

大
の
ゝ
ん
四
郎
　
　
百
文
　
　
　
　
こあ

た
きう
四
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
周
参
見
）

　
　
ぬ
の
三
ひ
ろつ

ち
の
ゝあ

ち
や
　
　
百
文
　
　

す
さ
ミ
の

か
も
（
掃

　部
）ん

　
　
　
　
　
　（
和
田
）

　
　
　
　
　
　
　（
口
ケ
谷
）

　
　
こ
う
一
　

わ
た
のし
ん
ろ
く
　
　
百
文

く
ち
か
た
に

　
ふ
り
は
す
け

　
　
　
　
　
　
　
　（
船
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
口
ケ
谷
）

　
　
わ
た
百
の
ふ
ん

ふ
な
きひ
こ
さ
へ
も
ん
　
　
わ
た
三
ま
い
　

く
ち
か
た
に
ま（

政

　所
）

と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　（
藤
野
）

　
　
わ
た
百
ふ
ん

ふ
り
のと

ち
二
郎
　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
ひ（

廣

　畑
）

ろ
は
た
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
宅
）

　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
と
う
し
ゐ
ん
　
わ
た
百
ふ
ん
　
二あ

た
き
の郎
四
郎
殿
母
儀

（
野
中
）

の
な
か

（
安
　
宅
）

あ
た
き
の

（
辻
野
）

　
　
　 

（
安
居
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　（日
置
）

　
　
百
文
□

あ
こ
の

し
ん
九
郎
　
　
一
貫
四
百
文
　へ

き
の

太
郎
さ
へ
も
ん

　
　
百
文
□

へ
き
の

な（
中

　嶋
）

か
し
ま

　
　
七
百
文
　
同
　
二
郎
衛
門
　
　
二
百
文
　
　
同
ゑ
も
ん
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
入
鹿
）

　
　
わ
た
百
分三

た
ん
は
た
け
の

　
　
い
や
三
郎
　
　
百
文
　

ゐ
る
かし

ん
さ
へ
も
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
嶋
）

　
　
百
文
　
む
ま
ち
殿
　
　
　
ぬ
の
一
　

へ
き
の
な
か
し
ま

こ
う
さ
へ
も
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
矢
田
）

　
　
百
文
　
て

お
分
の

ら
や
ま
　
百
文
又
か
う
一
　
しや

た

ゆ
う
け
殿

　
　
わ
た
百
の
ふ
ん
　

ほ
う
は
ち
の

　
　
母
儀
　
　
二
百
文

へ
き
の八

郎
さ
へ
も
ん

　
　
二
百
文
　
同
せ
ん
ひ
や
う
へ
　
　
二
百
文
　
同
し
や
う
た
ん

　
　
　
　
　
　
　（
日
置
）

　
　
百
文
又
刀
一

へ
き
のし（

式
部
）
き
ふ
　
　
　
二
百
文
　

へ
き
の八

郎
二
郎

　
　
　
　（
小
松
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
矢
田
）

　
　
百
文

こ
ま
つ
は
ら二
郎
三
郎
殿
　
　
わ
た
百
の
ふ
ん
　
太や

た

郎
四
郎

　
　
　
　
　（
大
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
屋
）

　
　
百
文
　

お
ゝ
のちゝ

せ
ん
に
ん
　
　
百
文
　
　
こい

わ
やう

さ
へ
も
ん

　
　
　
　（
宇
井
ケ
地
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
葉
）

　
　
百
文

う
い
か
ちそ
う（惣
ち鎮）
ん
守
　
　
く（

釘
）き
百
ふ
ん
　

ま
つ
は弥
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　（
江
住
）

　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
や

ゑ
す
ミ

二
郎
殿
　
　

わ
た
百
ふ
ん

お（帯
）ひ一
す（筋

）ち

　
　
坊
ま
こ
太
郎
殿
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わ
た
百
ふ
ん
　
わ
う
九
郎
　
　
百
文
　

又か
た
な
一

　
せ

や
た

ん
さ
へ
も
ん
殿

　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
し
四
郎
殿
　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
四
郎
ひ
や
う
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
河
内
）

　
　
こ
う
一
た
ん
　
ゑ（

江

　住
）

す
ミ
む
ら
中
　
わ
た
二
百
ふ
ん

お
ゝ
か
う
ち

ち
（
長

　泉
）う
せ
ん
寺

　
　
　（
高
瀬
）
（
中
島
）

　
　
百
文た

か
せ
の
な
か
し
ま

　
せ
ん
へ
も
ん
両
人
中
　
　
百
文
　
う（

瓜

　谷
）

里
た
に
殿

　
　
百
文
　
こ

（
小
松
原
）

ま
つ
は
ら
殿
　
　
一
寶
前
　
す（

周
参
見
）

さ
ミ
殿

　
　
お布一
ひ
三
す
ち
　
四
郎
三
郎
殿
　
こ
う
一
た
ん
　
和
田
殿

　
裏
面
に
は
、
筆
者
と
し
て
「
那
智
山
寺
尾
二
位
君
」
の
名
と
、「
出
月
宮
各
志
之

注
文
」、
い
わ
ゆ
る
奉
加
帳
形
式
で
地
名
・
人
名
・
寺
社
名
・
寄
進
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
。
総
数
で
一
〇
七
件
を
数
え
る
記
載
が
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
特
徴
を
列
挙

す
る
。①

人
名
＋
殿	

�「
す
さ
ミ
（
周
参
見
）
殿
」「
ひ
ろ
は
た
（
廣
畑
）
殿
」「
ふ

く
た
（
福
田
）
殿
」「
御
も
と
（
本
）
殿
」「
一
わ
た
（
和

田
）
殿
」「
う
里
た
に
（
瓜
谷
）
殿
」「
こ
ま
つ
は
ら
（
小
松

原
）
殿
」
な
ど

②
地
名
＋
人
名

　
　（
通
称
名
） 	

�「
へ
き
（
日
置
）
の
し
き
ふ
（
式
部
）」「
あ
た
き
（
安
宅
）

の
ひ
こ
太
郎
殿
」「
き
た
山
（
北
山
）
小
三
郎
」「
い
る
か

（
入
鹿
）
し
ん
さ
へ
も
ん
」「
す
さ
ミ
（
周
参
見
）
の
か
も
ん

（
掃
部
）」「
さ
と
の
う
ら
（
里
野
浦
）
四
郎
へ
も
ん
殿
」「
あ

こ
（
安
居
）
の
な
め
き
（
生
木
）」
な
ど

③
寺
社
仏
閣	

�「
ふ
う
し
や
う
（
宝
勝
）
寺
」「
し
お
の
（
塩
野
）
の
く
お
う

（
辻
野
）

つ
し
の
ゝ

（
辻
野
）

つ
し
の
ゝ

（
周
参
見
）

す
さ
ミ
の

　
　
わ
た
一
ま
い
　
ひ
こ
四
郎
　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
しや

ま
く
ちん

さ
へ
も
ん
殿

　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
又く

ち
か
た
に
二
郎
　
　
　
百
文
　
そや

ま
く
ちう
二
郎
殿

　
　
　
　（
金
子
）

　
　
百
文

か
袮
こそ

う
六
郎
　
　
二
百
文
　

お
ひ

一
新

　
な
か
の
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
塩
野
）

　
　
百
文
　
ひ

は
た
の
や
う
へ
二
郎
　
二
百
文
　
くし

お
のおゝ

（
廣

　金
）う
き
ん
寺

　
　
　
　
　
　
　
　（
江
住
）

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
里

野

浦
）

　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
しゑ

す
ミん

五
郎
殿
　
二
百
文
　
　
四

さ
と
の
う
ら郎

へ
も
ん
殿

　
　
三
百
文
　
さ（

里

　野

　浦
）

と
の
う
ら
村
中
　
二
百
文
　
は（

林
）や

し
殿

　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
た（

高

　原
）

か
は
ら
　
　
ぬ
の
一
　
へ（

日
置
）き

殿

　
　
　
　
　
　
　（
大
斎
原
？
）

　
　
わ
た
百
ふ
ん

お
い
の
は
ら

す
け
ろ
く
　
　
お
ひ
一
す
ち

あ
た
き二

郎
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
居
）

　
　
ぬ
の
三
ひ
ろ

や
た
のて
う
二
郎
　
　
百
文

あ
こ
の
あ
た
う
し
殿

　
　
　
　（
安
居
）

　
　
百
文

あ
こ
のな

（
生
木
）め
き
　
　
　
百
文

へ
き
のそ
う
ひ
や
う
へ

　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
野
）

　
　
わ
た
百
ふ
ん
　
二ふ

り
の郎
九
郎
　
百
文
　
三

へ
き
の

郎
へ
も
ん

　
　
百
文
　
か

へ
き
の

う
さ
へ
も
ん
　
こ
う
一
　
あ
さ（

朝
来
帰
）

ら
き
の
ち（

地
下
）け

中

　
　
　
　
　
　（
小
松
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
塩
野
）

　
　
ぬ
の
一
　

こ
は
つ
は
ら
殿

　
　
母
儀
　
わ
た
三
ま
い
　
又

し
お
の
ゝ七
郎

　
　
　
　
　
　
　  

（
小
野
）

ち
の
の
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る
。
ほ
ぼ
確
実
に
比
定
で
き
る
も
の
と
し
て
、「
小
野
」「
高
原
」「
野
中
」「
入
鹿
」

「
北
山
」「
宇
陀
」「
大
和
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
に
共
通
す
る
こ
と

は
、
街
道
沿
い
に
位
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
小
野
」「
高
原
」「
野
中
」
は
熊
野
古

道
中
辺
路
沿
い
、「
入
鹿
」「
北
山
」
は
、
本
宮
街
道
か
ら
北
山
街
道
沿
い
に
位
置
す

る
。
さ
ら
に
北
上
す
る
と
「
宇
陀
」「
大
和
」
ま
で
通
じ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
街
道
沿
い
に
分
布
す
る
地
名
に
つ
い
て
は
、
那
智
山
門
善
坊
の
旦
那
場

と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
（
（2
（

る
。
門
善
坊
は
、「
塔
尾
の
聞
善
坊
」
を
指
し
、
正
長
二
年

（
一
四
二
九
）
の
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
に
初
出
し
て
以
降
、
実
報
院
の
「
作
人
」

「
大
輔
阿
闍
梨
」「
口
入
使
」
と
い
っ
た
形
で
登
場
し
て
い
る
。「
門
善
坊
旦
那
持
分

指
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、
安
宅
・
日
置
の
一
門
は
、
門
善
坊
の
旦
那
場
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
出
月
宮
棟
札
記
載
地
名
と
重
複
す
る
も
の
と
し
て
、
北
山
・
入
鹿
（
板
屋
含

む
）・
高
原
・
す
さ
み
・
藤
代
（
藤
白
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
月
宮
造
営
に
あ
た
っ

て
那
智
山
門
善
坊
の
御
師
に
よ
る
自
ら
の
旦
那
場
へ
の
勧
進
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
り
、
那
智
山
に
よ
る
間
接
的
な
援
助
・
介
入
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
（
（2
（

る
。

　
最
後
に
、
棟
札
に
現
れ
な
い
地
名
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
注
目
し
た
い
の

は
、
安
宅
荘
内
に
含
ま
れ
る
「
田
野
井
」
や
「
市
江
」、
日
置
川
中
流
域
に
あ
た
る

久
木
小
山
氏
の
本
拠
三
箇
荘
の
範
囲
で
あ
る
。

　「
田
野
井
」
に
つ
い
て
は
、
近
世
に
お
け
る
田
野
井
村
の
地
区
名
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
辻
野
」
と
い
う
地
名
（
日
置
川
を
挟
ん
だ
「
田
野
井
」
の
対
岸
）
や
、
上
流
の

「
口
ヶ
谷
」「
船
木
」「
藤
野
」
さ
ら
に
「
安
居
」
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
件
も
現
れ
な
い
。
ま
た
、
烏
賊
坂
越
え
の
山
道
を
通
じ
て
、「
田
野
井
」

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
沿
岸
部
の
「
市
江
」
に
つ
い
て
も
、
周
辺
の
「
朝
来
帰
」
や

「
見
草
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
現
れ
て
こ
な
い
。

　
田
野
井
地
域
の
在
地
領
主
層
と
し
て
、
田
井
氏
が
い
る
。
田
井
氏
は
、
こ
れ
ま
で

安
宅
氏
の
被
官
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
一
族
で
あ
る
が
、
特
定
の
時
期
（
十
六
世

紀
初
頭
頃
・
永
正
四
年
前
後
）
に
お
い
て
は
、
安
宅
氏
が
属
す
る
政
長
流
畠
山
氏

き
ん
（
廣
金
）
寺
（
現
在
の
塩
野
薬
師
堂
を
指
す
）」「
し
ふ

や
（
塩
屋
）
の
寺
（
現
在
の
梵
音
寺
を
指
す
）」「
お
か
う
ち

（
小
河
内
）
の
ち
う
せ
ん
（
長
泉
）
寺
」

④
公
的
機
関	

�「
く
ち
か
た
に
（
口
ヶ
谷
）
ま
と
こ
ろ
（
政
所
）」

⑤
村
方	

�「
さ
と
の
う
ら
（
里
野
浦
）
村
中
」「
あ
さ
ら
き
（
朝
来
帰
）

の
ち
け
（
地
下
）
中
」

　
ま
ず
、
頻
出
す
る
地
名
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
や
は
り
最
も
多
い
の
が
、
出
月
宮
が
存
在
す
る
「
日
置
」
で
あ
り
、
一
七
件
を
数

え
る
。
読
み
と
し
て
は
、「
へ
き
」
読
み
と
な
る
。
現
在
の
よ
う
に
「
ひ
き
」
と
呼

ぶ
の
は
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
続
い
て
、「
矢
田
」「
安
宅
」
と
い
っ
た
安

宅
荘
の
中
心
地
名
が
続
く
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
件
、
四
件
と
大
き
く
数
を
減
ら
す
。
次

に
「
口
ヶ
谷
」「
辻
野
」
と
い
う
田
野
井
か
ら
安
居
の
間
の
地
名
が
三
件
ず
つ
出
て

く
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
ほ
か
、
日
置
川
河
口
か
ら
安
居
ま
で
の
地

名
が
一
～
二
件
ず
つ
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
の
大
字
地
名
を
主
と
す
る
が
、

一
部
に
そ
の
下
位
の
地
名
も
あ
る
。

　
安
宅
荘
の
沿
岸
部
に
お
い
て
も
、「
見
草
」「
朝
来
帰
」「
稼
谷
」「
高
瀬
」
と
い
っ

た
地
名
が
少
な
い
な
が
ら
も
散
見
さ
れ
、
要
害
山
城
跡
を
含
め
た
富
田
川
左
岸
河
口

部
の
権
益
と
の
関
連
が
窺
え
る
。
ま
た
、
隣
接
す
る
周
参
見
荘
域
の
地
名
も
登
場
す

る
。「
周
参
見
」
は
も
と
よ
り
、
海
岸
沿
い
の
「
江
住
」、「
里
野
（
浦
）」、
内
陸
に

位
置
す
る
「
小
河
内
」
と
い
っ
た
地
名
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
以
上
の
地
名
は
、
日
置
川
流
域
の
安
宅
荘
、
と
く
に
日
置
を
中
心
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
出
月
宮
に
か
か
る
直
接
的
な
信
仰
が
想
定
で
き
る
範
囲
と
見
做
せ
る
。
ま

た
、
周
参
見
域
を
除
い
た
日
置
川
下
流
域
か
ら
富
田
川
下
流
域
の
一
部
に
つ
い
て

は
、
当
時
の
安
宅
荘
、
つ
ま
り
は
安
宅
氏
の
影
響
力
が
及
ぶ
範
囲
と
大
枠
で
は
一
致

す
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
日
置
川
流
域
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
名
が
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
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図 4　出月宮棟札（写）奉加者・地域位置図（日置川流域）

（
尚
順
）
と
対
立
す
る
義
就
流
畠
山
氏

（
義
英
）
側
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
（
（2
（
る
。

　
状
況
証
拠
を
重
ね
た
推
論
で
あ
る
が
、

「
田
野
井
」
と
「
市
江
」
に
関
し
て
は
、

田
井
氏
の
影
響
力
が
及
ぶ
範
囲
で
あ
り
、

そ
の
関
係
か
ら
か
奉
加
に
加
わ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、

出
月
宮
の
造
立
に
あ
た
っ
て
は
、
小
工
と

し
て
「
藤
原
田
井
実
次
」
の
名
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
大
永
三
年
段
階
で
は
す

で
に
対
立
状
態
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も

あ
（
（2
（

る
。

　
三
箇
荘
域
の
地
名
が
現
れ
な
い
と
と
も

に
、
人
名
と
し
て
も
、
小
山
氏
が
出
て
こ

な
い
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
安
宅
氏

と
久
木
小
山
氏
は
、
徳
治
三
年
（
一
三
〇

八
）
の
「
安
宅
俊
正
相
博
状
」
に
お
い

て
、
小
山
石
見
守
（
経
幸
）
と
安
宅
俊
正

に
よ
る
相
博
が
行
わ
れ
て
以
来
、
中
世
を

通
じ
て
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
当
該
期
に
お
い
て
も
起
請
文

を
交
わ
し
て
い
（
（2
（

る
。
む
ろ
ん
単
純
に
安
宅

氏
の
勢
力
の
範
囲
外
と
見
做
す
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
、
周
参
見
氏

の
勢
力
範
囲
の
解
釈
が
難
し
く
な
る
。
田

井
氏
の
よ
う
に
対
立
関
係
で
な
か
っ
た
と

す
れ
ば
、
ど
う
い
っ
た
解
釈
が
可
能
で
あ
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同
時
期
の
類
例
を
紐
解
く
と
、
安
宅
氏
と
同
じ
く
熊
野
水
軍
と
み
な
さ
れ
る
有
馬

氏
（
榎
本
氏
）
に
関
連
し
た
伊
藤
裕
偉
氏
に
よ
る
精
緻
な
検
討
が
あ
（
（2
（
る
。
有
馬
氏
に

よ
り
勧
請
さ
れ
た
産
田
神
社
に
は
、
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）
か
ら
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
ま
で
の
合
計
一
〇
〇
点
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
お
り
、
永
正
期
の
も
の

が
唯
一
の
中
世
棟
札
と
さ
れ
る
。
こ
の
永
正
十
八
年
の
棟
札
は
、
両
面
に
文
字
が
記

さ
れ
て
お
り
、
表
面
と
裏
面
の
一
部
が
通
常
の
棟
札
の
記
載
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
と

筆
跡
の
異
な
る
文
字
で
書
か
れ
た
裏
面
全
体
に
は
、
造
営
に
か
か
る
収
支
と
そ
の
経

緯
、
関
係
者
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
算
用
帳
「
入
道
」
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。「
産
田
二
所
大
明
神
」
が
施
主
の
「
有
馬
庄
司
榎
本
和
泉
守
忠
親
」
に

よ
り
造
立
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
社
殿
と
は
異
な
り
、
東
殿
と
西
殿
に
分
け
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
両
殿
（
二
所
大
明
神
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
造
立
主
体
が
異
な
り
、
東
殿

は
有
馬
殿
（
榎
本
和
泉
守
忠
親
）
と
同
名
中
に
よ
り
造
成
さ
れ
、
西
殿
は
二
十
四
名

の
禰
宜
神
子
衆
お
よ
び
有
馬
山
戸
想
（
惣
）
中
の
勧
進
に
よ
る
。
ま
た
、
有
馬
荘
の

田
一
枚
に
つ
き
一
束
の
徴
税
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
と
し
て
東
の
「
井
戸
わ
れ
石
」

（
獅
子
岩
周
か
）
か
ら
、
西
の
「
金
山
伊
毛
之
里
」（
所
在
不
明
）
も
し
く
は
「
九
生

屋
」（
現
在
の
熊
野
市
久
生
屋
町
）
と
さ
れ
て
い
る
。
永
正
十
八
年
時
の
産
田
神
社

の
造
営
に
あ
た
っ
て
は
、
在
地
領
主
層
で
あ
る
有
馬
庄
司
家
と
有
馬
荘
在
地
の
人
々

が
同
じ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
全
体
の
施
主
と
し
て
有
馬
庄
司

家
の
名
が
記
さ
れ
な
が
ら
も
、
領
主
と
し
て
の
造
営
と
そ
れ
以
外
の
造
営
と
が
明
確

に
区
分
さ
れ
て
い
る
点
に
伊
藤
氏
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
翻
れ
ば
、
荘
民
側
が
領
主

層
と
の
距
離
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
じ
く
大
永
三
年
の
棟
札
を
も
つ
日
高
郡
み
な
べ
町
の
東
岩
代
八
幡
神
社

で
は
、
在
地
領
主
層
（
地
頭
）
と
し
て
岩
代
兵
部
少
輔
が
中
心
と
な
り
造
営
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
岩
代
兵
部
少
輔
の
名
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
棟
札
に
も

み
ら
れ
、
時
期
的
な
問
題
か
ら
同
一
人
物
と
は
考
え
に
く
い
が
、
継
続
的
な
領
域
支

配
の
様
相
を
認
め
ら
れ
る
。
表
面
・
裏
面
と
も
に
奉
加
者
の
名
が
記
さ
れ
、
南
部
荘

ろ
う
か
。

　
じ
つ
は
久
木
小
山
氏
は
、
熊
野
参
詣
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
応
永
三
十
四
年

（
一
四
二
七
）
に
、
三
栖
王
子
（
田
辺
市
）
の
高
太
夫
か
ら
旦
那
を
買
得
し
、
さ
ら

に
道
者
の
権
利
を
子
孫
に
譲
与
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
実
態
は
不
明
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
御
師
と
し
て
の
側
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
（
（2
（

る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
出
月
宮
の
奉
加
に
は
那
智
山
門
善
坊
に
よ
る
協
力
（
勧
進
）
が

あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
競
合
す
る
御
師
（
久
木
小
山
氏
）
の
勢
力
範
囲

に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
人
名
・
地
名
の
空
白
が
で
き
た
と
捉
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
く
隣
接
勢
力
で
あ
る
周
参
見
氏
の
場
合
は
、
門
善
坊
の
旦

那
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
く
。
牽
強
付
会
の
誹
り
を
免
れ
え
な
い
が
、

ひ
と
ま
ず
現
段
階
の
解
釈
の
ひ
と
つ
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
人
名
と
し
て
は
、
日
置
川
流
域
周
辺
で
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
た
と
え

ば
「
御
も
と
殿
」
は
、
熊
野
川
流
域
の
御
本
（
西
）
氏
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

先
述
の
大
和
に
通
じ
る
街
道
と
の
関
連
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、「
周
参
見
の
掃

部
」
は
、
周
参
見
王
子
神
社
の
中
世
期
（
天
文
十
五
年
、
文
禄
三
年
）
の
棟
札
に
記

さ
れ
る
「
大
工
　
掃
部
橘
助
定
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
周
参
見
荘
域

に
お
け
る
代
表
的
な
大
工
と
し
て
名
を
継
承
し
て
い
る
と
み
え
、
時
期
が
遡
る
大
永

三
年
時
に
も
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。
安
宅
氏
の
本
姓
で
あ
る
「
橘
」
を
名
乗
る

点
に
も
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

　
寺
社
仏
閣
と
し
て
は
、
安
宅
氏
の
菩
提
寺
「
宝
勝
寺
」
や
平
安
期
の
仏
像
が
祀
ら

れ
て
い
る
「
廣
金
寺
」、
す
さ
み
町
小
河
内
の
「
長
泉
寺
」
と
い
っ
た
現
存
す
る
寺

院
の
ほ
か
、
現
在
で
は
比
定
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
「
政
所
」
の
よ
う
な
公
的
な
機
関
や
「
村
中
」「
地
下
中
」
の
よ
う
な

村
方
の
奉
加
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
日
置
や
安
宅
と
い
っ
た
奉
加
の
中
心
か
ら

や
や
外
れ
た
口
ヶ
谷
、
里
野
（
浦
）、
朝
来
帰
や
江
住
と
い
っ
た
地
域
名
が
み
ら

れ
、
個
々
に
よ
る
直
接
的
な
奉
加
で
は
な
く
、
地
域
の
代
表
的
な
意
味
合
い
に
よ
り

奉
加
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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周
参
見
城
跡
、
藤
原
城
跡
、
周
参
見
中
山
城
跡
、
神
田
城
跡
（
図
1
―
9
～
12
）

が
、
周
参
見
氏
に
関
連
す
る
城
跡
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
周
参
見
川
河

口
部
に
開
け
た
沖
積
平
野
を
中
心
に
築
か
れ
て
お
り
、
安
宅
氏
の
城
館
群
と
同
様
に

集
中
的
に
築
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
藤
原
城
跡
は
、
勝
山
城
跡
（
図
1
―
7
）
と
の

縄
張
り
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
築
城
技
術
の
共
有
に
ま
で
言
及
さ
れ
て

い
（
（2
（

る
。
た
だ
し
、
別
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
安
宅
氏
と
周
参
見
氏
間
と
い
う
よ
り
は

熊
野
（
の
う
ち
で
も
西
部
）
に
共
通
す
る
築
城
技
法
の
一
種
と
評
価
す
べ
き
も
の
で

あ
（
（2
（
る
。

　
ま
た
、
神
田
城
跡
に
つ
い
て
は
、
二
段
の
曲
輪
を
配
置
し
、
そ
の
周
囲
に
横
堀
や

畝
状
空
堀
群
を
擁
す
る
技
巧
的
な
城
跡
と
な
っ
て
い
る
。
周
参
見
城
跡
や
周
参
見
中

山
城
跡
は
、
単
郭
を
土
塁
が
巡
る
単
純
な
構
造
で
は
あ
る
が
、
交
通
の
要
衝
は
押
さ

え
る
重
要
な
立
地
で
あ
る
。
周
参
見
城
跡
で
は
、
土
塁
の
天
端
部
に
川
原
石
の
集
積

が
確
認
で
き
た
。
周
辺
の
類
例
や
調
査
成
果
か
ら
、
投
弾
用
と
み
ら
れ
る
。

　
熊
野
に
お
け
る
小
山
氏
は
、
大
き
く
は
久
木
小
山
氏
と
西
向
小
山
氏
に
分
か
れ

る
。
下
野
の
小
山
氏
の
流
れ
を
汲
む
と
い
う
伝
承
を
も
ち
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
兄
弟

で
熊
野
に
根
付
い
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
「
こ
や
ま
」
と
読
む
。
弟

（
ま
た
は
兄
）
と
さ
れ
る
小
山
経
幸
（
久
木
小
山
氏
）
は
、
日
置
川
中
流
域
の
三
箇

荘
を
中
心
に
勢
力
を
誇
る
が
、「
久
木
小
山
家
文
書
」
か
ら
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
の

荘
官
層
の
存
在
（
久
木
氏
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
本
報
告
書
の
坂
本
亮
太
「
総
論
　

熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
―
熊
野
の
海
域
史
・
序
論
」
参
照
）。

　
久
木
小
山
氏
は
、
下
流
の
河
口
部
を
本
拠
と
し
た
安
宅
氏
と
は
中
世
を
通
じ
て
、

繫
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
と
く
に
中
世
後
期
に
お
い
て
は
、
山
林
の
共
同
的
な
権
益

を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
豊
臣
家
の
大
規
模
な
普
請
に
関
与
し
た
り
、
鹿
狩
り
を
目

的
に
小
山
氏
側
の
山
を
安
宅
氏
が
借
り
受
け
よ
う
と
す
る
詳
細
な
や
り
取
り
ま
で
残

さ
れ
て
い
る
。
久
木
小
山
氏
は
、
山
中
の
三
箇
荘
を
本
拠
と
し
な
が
ら
も
、
日
置
川

河
口
部
や
山
を
越
え
た
富
田
川
流
域
に
も
古
く
か
ら
所
領
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
わ

か
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
白
浜
半
島
（
田
辺
湾
沿
岸
部
）
を
含
む
紀
伊
半
島
沿
岸
部
に

の
有
力
者
で
あ
る
野
原
氏
、
芝
氏
、
堀
籠
氏
と
と
も
に
、
周
辺
の
目
良
氏
（
田
辺

市
）
や
樮
川
氏
（
印
南
町
）
と
い
っ
た
人
物
も
登
場
す
る
。
そ
の
ほ
か
、「
念
仏
衆
」

や
「
大
夫
成
」「
男
成
」
な
ど
が
勧
進
に
加
わ
っ
て
い
（
（2
（

る
。

　
二
つ
の
類
例
か
ら
考
え
る
と
、
基
本
的
に
勧
進
が
行
わ
れ
る
の
は
、
同
じ
荘
内
も

し
く
は
そ
の
隣
接
地
域
程
度
と
な
る
。
こ
れ
は
、
出
月
宮
の
事
例
と
は
大
き
く
内
実

を
異
に
す
る
。
出
月
宮
の
造
営
に
お
い
て
遠
隔
地
か
ら
の
奉
加
が
あ
る
こ
と
は
、
や

は
り
特
異
な
事
例
と
い
え
る
が
、
今
回
想
定
し
た
よ
う
な
御
師
（
熊
野
三
山
）
の
関

与
に
よ
る
も
の
か
は
、
今
後
の
詳
細
な
検
討
や
さ
ら
な
る
裏
付
け
を
要
す
る
こ
と
は

論
を
俟
た
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
棟
札
よ
り
安
宅
氏
の
動
態
を
探
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
安
宅
氏
城

館
跡
の
位
置
づ
け
や
分
布
に
反
映
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
と
く
に
要
害
山
城
跡

は
、
安
宅
氏
の
本
拠
か
ら
遠
く
離
れ
、
地
元
の
伝
承
や
縄
張
り
か
ら
、
安
宅
氏
の
城

館
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
古
文
書
以
外
の
文
字
資
料
か
ら
改
め
て
裏
付
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
今
回
の
大
永
三
年
の
出
月
宮
棟
札
は
あ
く
ま
で
も
写
し

で
あ
り
、
史
料
と
し
て
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

四
　
周
参
見
氏
・
小
山
氏
・
そ
の
他
の
熊
野
の
城
館
跡
に
つ
い
て

　
本
章
で
は
、
安
宅
氏
が
築
い
た
城
館
群
以
外
の
熊
野
の
城
館
跡
に
つ
い
て
概
述
す

る
。
各
城
館
跡
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
本
報
告
書
の
白
石
博
則
「
熊
野
地
域
の
港
津

と
城
館
」
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
周
参
見
氏
は
、
安
宅
氏
の
支
配
領
域
の
南
側
で
接
し
て
お
り
、
周
参
見
川
の
河
口

部
周
辺
を
本
拠
と
し
て
い
た
。
周
参
見
氏
の
来
歴
及
び
活
動
に
つ
い
て
は
判
然
と
し

な
い
部
分
が
多
い
が
、
少
な
く
と
も
南
北
朝
期
に
は
、
安
宅
氏
と
と
も
に
阿
波
国
の

所
領
経
営
を
し
て
お
り
、
紀
伊
水
道
を
挟
ん
だ
対
岸
の
阿
波
国
で
の
水
軍
的
な
活
動

が
み
ら
れ
る
。
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―
39
）、
色
川
氏
（
図
1
―
48
・
49
・
50
）
な
ど
も
文
献
資
料
か
ら
み
た
活
動
実
態

に
比
し
て
、
城
館
を
築
い
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
熊
野
南
東
部
の
在
地
領
主
層
の
動

向
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
新
宮
や
那
智
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
熊
野
三
山
や
堀
内
氏
の
勢
力
が
大
き
い
。
と

く
に
戦
国
後
期
に
お
け
る
堀
内
氏
の
勢
力
伸
張
と
連
動
し
て
、
戦
略
的
に
城
館
が
築

か
れ
る
様
相
が
確
認
で
き
る
。
な
か
で
も
天
正
期
に
お
け
る
、
堀
内
氏
の
南
進
政
策

と
と
も
に
、
那
智
川
流
域
、
太
田
川
流
域
、
田
原
川
流
域
で
城
館
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
熊
野
川
を
挟
ん
で
、
鵜
殿
荘
を
本
拠
と
し
た
鵜
殿
氏
は
、
新
宮
問
丸
・

東
福
寺
問
丸
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
御
師
と
し
て
の
活
動
も
み
ら
れ
る
。
熊

野
三
山
の
社
家
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
近
年
、
鵜
殿
西
遺
跡
（
図
1
―
71
）

の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
本
拠
と
想
定
さ
れ
る
居
館
の
様
相
が
少
し
ず
つ
判
明
し
て
き

て
い
る
。
鵜
殿
西
遺
跡
の
背
後
に
は
、
鵜
殿
城
跡
が
築
か
れ
、
熊
野
川
の
河
口
部
を

抑
え
て
い
（
（3
（
る
。

　
今
回
は
、
つ
ぶ
さ
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
熊
野
川
や
北
山
川
に
沿
う
、

山
中
に
拠
点
を
持
つ
入
鹿
氏
や
御
本
（
西
）
氏
の
状
況
も
、
熊
野
の
城
館
群
を
考
え

る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

　
次
に
、
文
献
史
料
上
で
は
そ
の
動
向
を
追
う
こ
と
が
で
き
ず
、
地
元
の
伝
承
程
度

し
か
記
録
が
残
ら
な
い
小
領
主
層
の
城
館
を
確
認
す
る
。
串
本
町
和
深
の
虎
松
山
城

跡
（
図
1
―
32
）、
和
深
浦
城
跡
（
図
1
―
100
）、
串
本
町
田
並
の
田
並
上
城
跡
（
図

1
―
33
）、
串
本
町
有
田
の
結
城
城
跡
（
図
1
―
34
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
、
周
参
見
氏
と
西
向
小
山
氏
の
領
域
の
は
ざ
ま
（
熊
野
南
西
部
）
に
築
か
れ
、
そ

の
規
模
は
違
え
ど
、
城
館
の
立
地
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
沿
岸
部
か
ら
約
二
㎞
ほ

ど
遡
っ
た
地
点
に
城
館
を
築
い
て
い
（
（3
（
る
。

　
さ
ら
に
そ
の
特
徴
を
列
挙
す
る
と
、
小
河
川
流
域
ご
と
の
小
規
模
な
地
域
（
社

会
）
を
見
渡
し
、
ま
た
逆
に
見
上
げ
ら
れ
る
立
地
を
と
る
こ
と
、
小
河
川
の
合
流
地

点
に
位
置
す
る
こ
と
、
海
岸
部
を
望
見
で
き
る
こ
と
、
城
の
選
地
上
、
曲
輪
か
ら
海

が
見
え
な
い
場
所
に
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
海
が
見
え
る
位
置
に
出
丸
を

広
く
進
出
し
て
い
た
。

　
兄
弟
の
う
ち
、
兄
（
ま
た
は
弟
）
と
さ
れ
る
小
山
実
隆
（
西
向
小
山
氏
）
は
、
古

座
川
河
口
部
の
塩
崎
荘
西
向
浦
を
本
拠
と
し
、
塩
崎
氏
と
の
関
係
が
深
く
、
熊
野
三

山
（
新
宮
）
の
社
家
で
あ
り
、「
熊
野
山
上
綱
」
と
表
さ
れ
る
。
南
北
朝
期
の
史
料

か
ら
は
、
海
上
・
沿
岸
部
の
活
動
が
み
ら
れ
、
河
口
部
に
本
拠
を
も
ち
、
古
座
川
中

流
域
を
含
む
山
間
部
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
熊
野
の
小
山
氏
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
本
拠
の
景
観
が
海
と
山
で
大
き
く
異
な
る
特
徴
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
（
（3
（

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
広
域
的
に
活
動
す
る
実
態
が
捉
え
ら
れ
、
在
地
領
主
層
と
し
て
は

安
宅
氏
や
周
参
見
氏
と
比
肩
す
る
存
在
で
あ
る
小
山
氏
で
あ
る
が
、
そ
の
領
域
に
お

け
る
城
館
の
様
相
は
大
き
く
異
な
る
。

　
久
木
小
山
氏
が
本
拠
と
す
る
三
箇
荘
で
は
、
向
平
城
跡
（
図
1
―
13
）
の
み
が
確

認
さ
れ
る
。
向
平
城
跡
は
、
後
世
の
改
変
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
単
郭
と
堀
切

を
有
す
る
単
純
な
形
態
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
本
拠
と
し
て
は
、
対
岸
に
屋
敷
跡

（
居
館
跡
）
が
想
定
さ
れ
る
小
字
名
が
残
っ
て
は
い
る
も
の
の
様
相
を
把
握
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
も
う
少
し
範
囲
を
広
げ
て
み
て
、
市
鹿
野
城
跡
（
図
1
―
14
）
や
蛇

喰
城
跡
（
図
1
―
15
）
が
、
久
木
小
山
氏
と
関
連
す
る
城
館
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

確
定
的
で
は
な
い
。

　
一
方
、
西
向
小
山
氏
も
本
拠
で
あ
る
小
山
屋
敷
と
小
山
城
跡
（
図
1
―
35
）
を
除

け
ば
、
領
域
内
に
顕
著
な
城
館
は
確
認
さ
れ
な
い
。
小
山
城
跡
も
曲
輪
部
分
が
後
世

の
社
殿
の
造
成
に
よ
り
改
変
を
受
け
て
お
り
、
城
跡
に
伴
う
遺
構
も
あ
ま
り
判
然
と

し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
海
上
及
び
河
口
部
を
望
む
眺
望
に
優
れ
た
立
地
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
安
宅
氏
や
周
参
見
氏
の
城
館
群
と
の
分
布
・
構
造
の
差
異
は
顕
著
な

も
の
で
あ
り
、
城
館
の
多
寡
や
規
模
に
よ
っ
て
、
築
城
主
体
の
勢
力
規
模
を
直
截
的

に
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
意
味
合
い
が
付
与
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
小
山
氏
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
高
河
原
氏
（
図
1
―
36
）
や
泰
地
氏
（
図
1
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五
　
熊
野
水
軍
の
城
館
の
特
質
　
―
ま
と
め
に
か
え
て
―

　
安
宅
氏
は
、
日
置
川
下
流
域
を
本
拠
と
し
な
が
ら
、
沿
岸
部
を
中
心
と
し
た
富
田

川
流
域
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
を
確
認
し
（
（3
（

た
。
城
館
の
分
布
と
文
字
資
料

の
内
容
が
合
致
す
る
事
例
で
あ
る
。
安
宅
氏
は
、
熊
野
三
山
の
影
響
下
に
あ
り
な
が

ら
、
守
護
権
力
の
動
向
に
左
右
さ
れ
つ
つ
、
自
ら
の
領
域
は
自
立
的
に
支
配
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
在
地
の
領
主
層
と
い
え
る
。
ま
た
、
近
隣
の
同
規
模
の
在
地
領

主
層
と
起
請
文
を
交
わ
し
、
あ
た
か
も
一
揆
的
な
結
合
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
み

え
（
（3
（

る
。

　
こ
れ
ら
の
熊
野
水
軍
の
動
態
は
、
戦
国
大
名
が
つ
い
ぞ
現
れ
え
な
か
っ
た
紀
伊

国
、
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
熊
野
と
い
う
歴
史
地
理
的
空
間
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　
熊
野
三
山
を
核
に
緩
や
か
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
評
さ
れ
る
熊
野
水
軍
で
あ

る
（
（3
（

が
、
先
述
し
た
安
宅
氏
・
周
参
見
氏
と
小
山
氏
（
久
木
・
西
向
）
と
の
城
館
の
分

布
・
構
造
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
熊
野
三
山
か
ら
の
影
響
の
多
寡
に
起
因
す
る
と
考

え
る
。
た
と
え
ば
、
本
宮
の
御
師
と
考
え
ら
れ
る
音
無
氏
や
和
田
氏
に
つ
い
て
は
、

築
城
規
制
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
事
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
よ
（
（3
（
う
。

　
近
年
の
研
究
成
果
で
は
、
安
宅
氏
が
新
宮
衆
徒
の
一
員
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
比
較
的
短
期
間
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
の
一
揆

契
状
以
外
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
（
（3
（

い
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
説
的
に
十
五
世
紀
後
半
以

降
に
は
、
熊
野
三
山
勢
力
と
は
あ
る
程
度
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
も
い
え
る
。
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
山
城
の
築

造
時
期
と
重
複
す
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
出
月
宮
棟
札
（
写
）

で
検
討
し
た
よ
う
に
、
熊
野
三
山
と
の
関
係
性
は
有
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
直
接
的

な
影
響
下
か
ら
は
脱
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
他
の
熊
野
水
軍

の
城
館
の
在
り
方
と
の
差
異
を
如
実
に
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

築
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
出
丸
を
築
く
行
為
は
、
結
城
城
跡
で
確
認
さ
れ

る
。
結
城
城
跡
の
場
合
、
海
が
直
接
望
見
で
き
る
位
置
に
あ
る
山
の
尾
根
筋
が
守
備

に
適
さ
な
い
地
形
の
た
め
、
や
や
奥
ま
っ
た
位
置
に
城
を
築
い
た
が
、
そ
う
す
る
と

海
岸
部
が
見
え
に
く
い
立
地
と
な
っ
た
た
め
、
尾
根
を
下
っ
た
位
置
に
出
丸
を
築
い

た
と
み
ら
れ
（
（3
（

る
。

　
こ
の
特
徴
は
、
熊
野
南
東
部
の
佐
部
城
跡
（
図
1
―
37
）
で
も
確
認
で
き
る
。
佐

部
城
跡
は
、
田
原
川
を
約
二
㎞
ほ
ど
遡
っ
た
佐
部
ノ
口
に
位
置
し
て
い
る
。
新
宮
の

堀
内
氏
が
南
進
す
る
際
の
拠
点
と
し
た
と
さ
れ
、
高
河
原
氏
・
小
山
氏
・
そ
の
他
の

熊
野
西
南
部
の
勢
力
が
、「
佐
部
の
合
戦
」
に
お
い
て
勝
利
し
、
堀
内
氏
の
侵
攻
が

こ
こ
で
と
ん
挫
し
た
と
伝
わ
る
。
ま
た
、
在
地
領
主
層
と
み
な
さ
れ
る
田
村
半
之
亟

が
築
城
し
た
と
の
伝
承
も
残
る
。
表
採
資
料
と
し
て
、
一
五
世
紀
中
～
後
半
頃
の
備

前
焼
や
天
目
茶
碗
、
灰
釉
陶
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
世
期
の
石
造
物
が
城

域
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
曲
輪
は
不
整
形
な
柄
鏡
状
を
呈
し
、
帯
曲
輪
を
備
え

る
。
北
東
側
の
や
せ
尾
根
を
二
重
の
堀
切
で
防
御
し
、
そ
の
反
対
側
の
尾
根
筋
の
先

端
に
、
海
岸
部
を
望
見
で
き
る
出
丸
状
の
曲
輪
を
築
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
佐
部
城
跡
も
当
初
は
在
地
領
主
層
の
城
館
と
し
て
築
か

れ
、
そ
の
後
の
堀
内
氏
の
南
進
時
に
侵
攻
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
理
解
し
て
も

よ
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
那
智
勝
浦
町
の
市

屋
城
跡
（
図
1
―
103
）
も
、
立
地
や
構
造
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
（
（3
（
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
献
史
料
か
ら
は
状
況
が
把
握
し
づ
ら
い
地
域
に
お
い
て
も
、

城
館
の
動
態
よ
り
海
岸
部
を
意
識
し
た
立
地
を
と
る
「
海
へ
の
意
識
」
へ
の
共
通
性

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の
築
城
主
体
と
海
と
の
密
接
な
関
係
を
想
起
せ
ざ

る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　
熊
野
に
盤
踞
す
る
在
地
領
主
層
と
城
館
群
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
次
章
で
、

安
宅
氏
城
館
跡
を
含
め
た
熊
野
水
軍
の
城
館
を
ま
と
め
た
い
。
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様
相
が
不
明
瞭
な
地
域
で
あ
る
。
基
本
的
に
本
宮
大
社
の
影
響
が
強
い
と
み
ら

れ
、
本
宮
周
辺
、
中
辺
路
沿
い
の
城
館
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
熊
野
三
山
の

規
制
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
（
（4
（

る
。

　
最
後
に
、
熊
野
水
軍
安
宅
氏
が
築
い
た
城
館
の
特
質
を
述
べ
て
、
結
語
と
し
た

い
。
安
宅
荘
成
立
の
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
後
期

に
は
執
権
北
条
氏
の
直
轄
領
と
し
て
「
関
東
成
敗
地
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前

の
鎌
倉
時
代
前
期
ま
で
は
熊
野
別
当
家
が
支
配
す
る
所
領
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。

　
遺
物
の
出
土
状
況
か
ら
鑑
み
る
と
、
十
二
世
紀
以
降
に
は
安
宅
地
域
に
集
落
が
営

ま
れ
て
い
た
と
確
実
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
安
宅
氏
は
鎌
倉
時

代
末
期
に
執
権
北
条
氏
に
よ
り
阿
波
よ
り
派
遣
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前

に
「
原
安
宅
氏
」
と
い
う
べ
き
在
地
領
主
が
い
た
こ
と
が
文
献
史
料
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
（
（4
（
る
。
そ
の
「
原
安
宅
氏
」
は
、
十
四
世
紀
以
前
に
は
す
で
に
活
動
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
南
北
朝
期
に
は
安
宅
氏
が
安
宅
荘
周
辺
で
精
力
的
に
活
動
し

て
い
る
様
子
が
文
献
史
料
や
寺
社
造
営
へ
の
関
与
等
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
安
宅
氏
居
館
跡
（
安
宅
本
城
跡
）
は
、
出
土
遺
物
に
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

領
主
層
の
動
向
と
軌
を
一
に
し
な
が
ら
、
海
運
や
流
通
の
本
拠
地
と
し
て
営
ま
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
安
宅
荘
の
山
城
は
、
軍
事
的
緊
張
に
よ
る
必
要
性
か
ら
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

八
幡
山
城
跡
（
詰
城
）
や
要
害
山
城
跡
（
境
目
の
城
）
の
よ
う
に
、
そ
の
帰
属
時
期

は
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
と
い
う
き
わ
め
て
狭
い
範
疇
に
収
ま
る
と
想

定
さ
れ
る
。
こ
の
軍
事
的
緊
張
は
、
文
献
史
料
か
ら
語
ら
れ
る
畠
山
氏
の
内
訌
に
密

接
に
関
与
し
て
い
る
の
だ
ろ
（
（4
（
う
。
勝
山
城
跡
（「
安
宅
南
要
害
」）
の
よ
う
に
文
献
史

料
上
で
確
認
で
き
る
例
で
も
、
十
六
世
紀
初
頭
の
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

考
古
学
上
の
成
果
と
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、
時
代
が
少
し
下
る
が
、
出
月
宮
棟
札

（
写
）
か
ら
も
、
要
害
山
城
跡
周
辺
ま
で
安
宅
氏
の
影
響
力
が
及
ぶ
範
囲
で
あ
っ
た

と
指
摘
で
き
た
。

　
久
木
小
山
氏
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
に
み
て
も
影
響
が
寡
少
と
も
指
摘
で
き
る

が
、
御
師
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
熊
野
三
山
に
（
心
理
的
に
）
近
い

と
も
と
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
師
と
し
て
の
活
動
実
態
が
不
明
な
現
状
に
お
い

て
は
、
判
断
は
保
留
と
し
た
い
。

　
次
に
、
熊
野
の
各
地
域
ご
と
の
様
相
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

（
1
）
熊
野
西
部

　
熊
野
西
部
は
、
安
宅
氏
、
周
参
見
氏
、
久
木
小
山
氏
が
勢
力
圏
と
し
て
い
た
。
安

宅
氏
城
館
跡
の
よ
う
に
、
排
他
的
な
領
域
支
配
を
志
向
し
た
戦
略
的
な
城
館
の
配
置

も
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
熊
野
三
山
（
那
智
山
）
勢
力
や
守
護
（
畠
山
氏
）
勢
力
と

完
全
に
無
縁
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
久
木
小
山
氏
の
よ
う
に
、
積
極
的
に

城
館
を
築
か
な
い
領
主
層
も
確
認
で
き
る
。

（
2
）
熊
野
南
部
　
　

　
城
館
の
分
布
が
疎
ら
な
地
域
で
あ
り
、
西
向
小
山
氏
（
二
部
小
山
氏
）
や
高
川
原

氏
以
外
は
、
実
態
が
摑
み
に
く
い
伝
承
上
の
小
領
主
が
多
い
。
例
外
的
に
虎
松
山
城

跡
が
技
巧
的
か
つ
規
模
が
大
き
い
が
、
基
本
的
に
単
純
な
構
造
の
城
館
が
多
数
を
占

め
る
。
規
模
と
し
て
は
小
さ
く
な
る
が
、
安
宅
氏
や
小
山
氏
に
準
じ
る
在
地
領
主
層

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
田
子
川
流
域
で
も
小
河
川
に
と
も
な
う
在
地

領
主
層
が
確
認
さ
れ
る
が
、
城
館
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
事
例
も
あ
る
。

（
3
）
熊
野
東
部

　
那
智
大
社
や
速
玉
大
社
、
堀
内
氏
の
勢
力
圏
と
み
ら
れ
る
が
、
泰
地
氏
や
色
川
氏

や
太
田
川
流
域
の
在
地
領
主
層
も
存
在
し
た
。
戦
国
時
代
後
半
代
（
天
正
期
以
降
）

の
伝
承
を
も
つ
城
館
が
残
る
。

（
4
）
熊
野
北
東
部

　
熊
野
川
以
北
の
地
域
で
あ
る
。
鵜
殿
氏
や
榎
本
（
有
馬
）
氏
の
よ
う
に
、
社
家
勢

力
が
主
だ
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
榎
本
（
有
馬
）
氏
の
領
域
で
は
、
の
ち
に
堀
内
氏

に
吸
収
さ
れ
る
が
、
多
く
の
城
館
を
築
い
て
い
る
。

（
5
）
熊
野
北
部
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の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
と
く
に
伊
藤
徳
也
、
伊
藤
裕
偉
、
北
野
隆
亮
、
坂
本
亮

太
、
白
石
博
則
、
竹
田
憲
治
、
日
出
神
社
総
代
の
諸
氏
よ
り
、
ご
指
導
及
び
資
料
の

実
見
・
提
供
と
い
っ
た
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
記
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
上
、
割
愛
し
た
報
告
書
等
が
多
く
あ
る
が
、
ご
寛
恕
願
い
た

い
。『
日
置
川
町
史 

第
一
巻 

中
世
編
』
日
置
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
二
〇
〇

五
、『
戦
国
和
歌
山
の
群
雄
と
城
館
』
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
編
　
戎
光
祥
出
版

二
〇
一
九
、『
図
解
　
近
畿
の
城
郭
』
Ⅰ
～
Ⅴ
　
城
郭
談
話
会
編
　
戎
光
祥
出
版
二

〇
一
四
～
二
〇
一
八
、『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
第
一
五
号
～
第
一
九
号
　
和
歌
山
城

郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
一
六
～
二
〇
二
〇
、
伊
藤
徳
也
『
再
発
見
　
東
紀
州
の
城
』

二
〇
一
九
、
伊
藤
裕
偉
『
聖
地
熊
野
の
舞
台
裏
』
高
志
書
院
　
二
〇
一
一
、
坂
本
亮

太
『
春
季
特
別
展
　
戦
乱
の
な
か
の
熊
野
―
紀
南
の
武
士
と
城
館
―
』
和
歌
山
県
立

博
物
館
編
　
二
〇
二
〇
は
、
全
体
を
通
じ
て
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
本
文
中
の
図
表
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
筆
者
が
作
成
し
た
。
ま
た
、
本
文
中
の
土

器
の
色
調
は
『
新
版
　
標
準
土
色
帳
二
〇
〇
六
版
』
に
よ
る
。

注
（
1
）
一
般
的
な
熊
野
の
範
囲
は
、
近
代
の
和
歌
山
県
の
西
牟
婁
郡
・
東
牟
婁
郡
、
三

重
県
の
北
牟
婁
郡
・
南
牟
婁
郡
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
、
近
世
以

前
に
志
摩
国
の
範
囲
と
目
さ
れ
る
北
牟
婁
郡
を
除
外
し
た
範
囲
と
し
て
い
る
。

概
ね
和
歌
山
県
田
辺
市
～
三
重
県
尾
鷲
市
間
で
あ
る
。
熊
野
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
2
）『
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
質
と
地
形
』
二
〇
一
六
　
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
、『
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
　
3
つ
の
大
地
と
出
会
う
』
二
〇
一
八

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

（
3
）
桑
原
康
宏
『
熊
野
の
集
落
と
地
名
　
紀
南
地
域
の
人
文
環
境
』
清
文
堂
出
版
　

一
九
九
九

（
4
）
坂
本
亮
太
に
よ
る
本
書
所
収
「
総
論
　
熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究

　
安
宅
氏
城
館
跡
は
、
水
運
の
拠
点
で
あ
る
本
拠
「
安
宅
氏
居
館
跡
」
を
中
心
に
、

戦
略
的
に
自
ら
の
領
域
に
城
館
を
配
置
し
て
い
る
。
な
か
で
も
八
幡
山
城
跡
は
、
居

館
の
詰
城
で
あ
り
つ
つ
、
河
口
部
も
望
見
が
可
能
な
「
海
へ
の
意
識
」
が
強
い
熊
野

の
城
館
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
田
野
井
地
域
の
中
山
城
跡
は
や
や
様
相
が
異
な
る
。
十
五
世
紀
後

半
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
の
遺
物
も
出
土
す
る
が
、
十
六
世
紀
後
半
の
遺
物
も
同
様
の

割
合
で
出
土
し
、
さ
ら
に
十
七
世
紀
代
の
肥
前
陶
磁
器
も
確
認
さ
れ
る
。
他
の
山
城

と
比
較
し
て
、
長
期
間
に
亘
り
城
館
と
し
て
の
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
み

ら
（
（4
（

れ
、
様
相
と
し
て
は
安
宅
本
城
跡
（
安
宅
氏
居
館
跡
）
に
近
く
な
る
。
ま
た
、
出

土
土
器
類
の
組
成
や
出
土
数
か
ら
も
、
八
幡
山
城
跡
・
要
害
山
城
跡
と
中
山
城
跡
の

相
違
が
み
ら
れ
、
安
宅
氏
（
も
し
く
は
田
井
氏
）
に
よ
る
城
の
利
用
形
態
が
異
な
っ

て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
み
ら
れ
る
。
中
山
城
跡
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
今
後

の
さ
ら
な
る
検
討
を
期
し
た
い
が
、
安
宅
地
域
の
城
館
（
八
幡
山
城
跡
・
勝
山
城
跡

な
ど
）
と
異
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
機
能
し
て
い
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

　
ま
た
、
考
古
資
料
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
側
か
ら
の
搬
入
品
で

あ
る
備
前
焼
が
主
な
検
討
対
象
で
あ
っ
た
が
、
南
伊
勢
系
土
師
器
や
山
茶
碗
、
常
滑

焼
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
伊
勢
湾
沿
岸
側
か
ら
の
搬
入
品
に
つ
い
て
も
、
よ
り
詳
細

な
検
討
を
進
め
た
い
。

　
自
ら
の
力
量
不
足
を
棚
に
上
げ
、
熊
野
の
城
館
に
お
け
る
広
範
囲
か
つ
多
種
多
様

な
対
象
を
取
り
上
げ
よ
う
と
試
み
た
が
、
は
な
は
だ
雑
駁
な
議
論
に
終
始
し
て
し
ま

っ
た
。
と
く
に
安
宅
氏
以
外
の
熊
野
水
軍
の
城
館
の
動
態
の
把
握
と
そ
の
比
較
検
討

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
、
熊
野
の
雄
大
な

峰
々
よ
り
も
幾
重
に
も
連
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
研
究
の
深
化
を
約
し
、
ひ
と
ま

ず
は
筆
を
擱
き
た
い
。

　
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
」
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（
15
）
北
野
隆
亮
氏
の
代
表
的
な
業
績
と
し
て
、
本
書
所
収
「
紀
伊
半
島
に
お
け
る
中

世
の
備
前
焼
流
通
」
の
ほ
か
、「
備
前
焼
流
通
か
ら
み
た
紀
伊
水
道
内
海
世
界
」

『
港
津
と
権
力
』
中
世
都
市
研
究
会
編
　
二
〇
一
九
、「
和
歌
山
県
に
お
け
る
中

世
備
前
焼
の
流
通
」『
紀
伊
考
古
学
研
究
』
第
五
号
　
紀
伊
考
古
学
研
究
会
　
　

二
〇
〇
二
や
「
考
古
遺
物
」『
日
置
川
町
史 

第
一
巻 

中
世
編
』
日
置
川
町
誌
編

さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
五
が
あ
る
。

（
16
）
高
橋
氏
ら
の
業
績
は
、
前
掲
（
7
）
の
二
書
の
ほ
か
、「
海
辺
の
水
軍
領
主
、
山

間
の
水
軍
領
主
―
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
成
立
と
そ
の
基
盤
―
」『
鎌
倉
遺
文

研
究
』
一
六
　
二
〇
〇
五
が
挙
げ
ら
れ
る
。
坂
本
氏
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
前

掲
（
4
）
の
ほ
か
、「
熊
野
水
軍
小
山
氏
を
め
ぐ
る
資
料
（
2
）
―
神
宮
寺
小
山

家
文
書
―
」『
和
歌
山
県
立
博
物
館
紀
要
』
第
二
三
号
　
二
〇
一
七
で
も
、
一
部

で
安
宅
氏
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）
高
橋
修
「
信
仰
を
め
ぐ
る
領
主
と
住
民
」『
日
置
川
町
史 

第
一
巻 

中
世
編
』
日

置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
五
の
第
Ⅰ
部
通
史
編
第
二
章
第
三
節

（
18
）
前
掲
（
17
）

（
19
）
史
料
の
実
見
に
あ
た
っ
て
は
、
日
出
神
社
総
代
に
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
。

（
20
）
坂
本
亮
太
「
一
〇
　
門
善
坊
旦
那
持
分
指
出
帳
」『
熊
野
那
智
御
師
史
料
―
旧
宝

蔵
院
所
蔵
史
料
の
翻
刻
と
解
題
―
』
阪
本
敏
行
・
長
谷
川
賢
二
編
　
二
〇
一
五

（
21
）
こ
れ
ら
の
援
助
・
介
入
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て

い
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
事
項
で
あ
る
。
藤
白
（
藤
代
）
は
、
藤
白
神
社
関

係
の
大
工
名
で
現
れ
て
お
り
、
他
と
や
や
様
相
が
異
な
る
。

（
22
）
藤
岡
英
礼
「
紀
南
地
方
に
お
け
る
十
六
世
紀
初
頭
の
築
城
様
相
―
特
に
高
瀬
要

害
山
城
と
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
第
一
七
号
和
歌
山
城

郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
一
八
。

（
23
）
神
社
建
立
に
際
し
て
、
奉
加
が
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で
実
施
さ
れ
て
い
た
の
か

詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

（
24
）
本
書
資
料
編
Ⅰ
．
文
書
史
料 

一 

紀
州
小
山
家
文
書
「
1
　
久
木
小
山
家
文
書
」

中 

安
宅
俊
正
相
博
状
【
六
一
号
】、
安
宅
実
俊
起
請
文
【
二
〇
号
】

（
25
）
坂
本
亮
太
「
熊
野
水
軍
と
紀
州
小
山
家
文
書
」『
軍
記
と
語
り
物
』
五
六
　
二
〇

二
〇

（
26
）
伊
藤
裕
偉
「
榎
本
一
族
と
熊
野
」『
聖
地
熊
野
の
舞
台
裏
』
高
志
書
院
　
二
〇
一

一
。
ま
た
、
同
じ
く
伊
藤
裕
偉
氏
に
よ
る
「
棟
札
資
料
論
～
紀
伊
国
牟
婁
郡
入

―
熊
野
の
海
域
史
・
序
論
」
や
「
熊
野
水
軍
と
紀
州
小
山
家
文
書
」『
軍
記
と
語

り
物
』
五
六
　
二
〇
二
〇
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
5
）『
日
置
川
町
史 

第
一
巻 

中
世
編
』
日
置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
二
〇
〇
五

で
、
古
文
書
史
料
や
淡
路
の
城
館
か
ら
比
較
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
本
章
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
置
川
流
域
と
安
宅
氏
城
館
跡
」『
軍
記
と
語
り

物
』
五
六
　
二
〇
二
〇
よ
り
抄
出
・
補
訂
し
て
い
る
た
め
、
ご
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）
安
宅
氏
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、『
日
置
川
町
史 

第
一
巻 

中
世
編
』
日
置
川
町
誌

編
さ
ん
委
員
会
編
　
二
〇
〇
五
や
『
熊
野
水
軍
の
さ
と
　
紀
州
安
宅
氏
・
小
山

氏
の
遺
産
』
高
橋
修
編
　
清
文
堂
出
版
　
二
〇
〇
九
、『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総

合
調
査
報
告
書
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会

編
二
〇
一
四
、『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
補
遺
編
』
白
浜
町
教
育

委
員
会
編
二
〇
一
九
を
参
考
と
し
て
い
る
。

（
8
）
北
野
隆
亮
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
備
前
焼
編
年
に
つ
い
て
は
、
間
壁
忠
彦
『
考

古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
60
　
備
前
焼
』
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社
　
一
九
九
一
に

準
拠
す
る
。

（
9
）
伊
藤
裕
偉
「“
う
つ
わ
”
が
語
る
熊
野
」『
聖
地
熊
野
の
舞
台
裏
』
高
志
書
院
　

二
〇
一
一

（
10
）
長
谷
川
眞
「
播
磨
に
お
け
る
土
製
煮
炊
具
の
様
相
」『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研

究
』
二
一
　
日
本
中
世
土
器
研
究
会
　
二
〇
〇
七
を
主
と
し
て
、
岡
田
章
一
・

長
谷
川
眞
「
兵
庫
津
遺
跡
出
土
の
土
製
煮
炊
具
」『
兵
庫
県
埋
蔵
文
化
財
研
究
紀

要
』
第
三
号
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
　
二
〇
〇
三
、

『
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
第
二
七
〇
冊
　
兵
庫
津
遺
跡
Ⅱ
（
浜
崎
・
七
宮
地
区

の
調
査
）〔
本
文
編
〕』
兵
庫
県
教
育
委
員
会
編
　
二
〇
〇
四
や
十
河
良
和
「
堺

環
濠
都
市
遺
跡
出
土
の
土
師
質
土
器
・
炮
烙
に
つ
い
て
」『
関
西
近
世
考
古
学
研

究
』
Ⅳ
　
関
西
近
世
考
古
学
研
究
会
　
一
九
九
六
を
参
考
と
し
て
い
る
。

（
11
）
兵
庫
津
遺
跡
（
前
掲
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
編
二
〇
〇
四
）
や
堺
環
濠
都
市
遺

跡
（
前
掲
　
十
河
一
九
九
六
）
で
も
、
同
様
の
形
態
が
確
認
さ
れ
る
。

（
12
）
伊
藤
裕
偉
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
伊
藤
裕
偉
「
中
世
南
伊
勢
系
の
土
師
器
に
関

す
る
一
試
論
」『M

ie

　history

』V
O
L.1

三
重
歴
史
文
化
研
究
会
一
九
九
〇
　

（
13
）
伊
藤
裕
偉
「
補
論
三
　
南
伊
勢
系
土
師
器
の
分
布
」『
中
世
伊
勢
湾
岸
の
湊
津
と

地
域
構
造
』
岩
田
書
院
　
二
〇
〇
七

（
14
）
前
掲
　
伊
藤
裕
偉
二
〇
〇
七
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（
38
）
藤
岡
英
礼
「
戦
国
期
に
お
け
る
在
地
城
館
の
構
成
秩
序
に
つ
い
て
―
紀
伊
　
国

奥
熊
野
地
方
熊
野
三
山
領
域
を
中
心
と
し
て
―
」『
中
世
城
郭
研
究
』
第
一
一
号
　

一
九
九
七

（
39
）
前
掲
（
26
）
及
び
坂
本
亮
太
『
春
季
特
別
展
　
戦
乱
の
な
か
の
熊
野
―
紀
南
の

武
士
と
城
館
―
』
図
録
　
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
　
二
〇
二
〇

今
後
事
例
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
安
宅
氏
と
新
宮
の
関
係

性
を
見
出
せ
る
唯
一
の
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
40
）
前
掲
（
37
）

（
41
）
高
橋
修
「
安
宅
氏
の
系
譜
」『
日
置
川
町
史
　
第
一
巻
　
中
世
編
』
日
置
川
町
誌

編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
五
の
第
Ⅰ
部
通
史
編
第
一
章
第
三
節

（
42
）
前
掲
（
4
）
に
詳
し
い
が
、
畠
山
氏
の
内
訌
が
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀

初
頭
に
か
け
て
、
富
田
川
・
日
置
川
流
域
ま
で
戦
線
が
南
下
し
て
い
る
こ
と

が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）
た
だ
し
、
そ
も
そ
も
の
遺
物
出
土
量
の
僅
少
さ
を
ど
う
評
加
す
る
か
も
、
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。

鹿
八
幡
宮
と
地
域
社
会
の
変
遷
」『
三
重
県
史
研
究
』
第
三
五
号
　
二
〇
二
〇
が

あ
る
。
棟
札
の
資
料
的
価
値
を
見
出
す
方
法
論
を
整
理
さ
れ
、
入
鹿
八
幡
宮
に

お
け
る
棟
札
群
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
非
常
に
有
用
な
視
点
を
提
示
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
日
置
川
流
域
の
棟
札
群
の
再
検
討
に
お
い
て
の
課
題
が
整

理
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）
坂
本
亮
太
『
特
別
展
き
の
く
に
の
城
と
館
―
紀
中
の
戦
国
史
―
』
図
録
　
和
歌

山
県
立
博
物
館
編
　
二
〇
一
四

（
28
）
堀
口
健
弐
「
藤
原
城
跡
」『
図
解
　
近
畿
の
城
郭
Ⅱ
』
城
郭
談
話
会
編
　
二
〇
一

五

（
29
）
本
書
所
収
拙
稿
「
四 
す
さ
み
町
藤
原
城
跡
の
中
世
考
古
資
料
」
及
び
白
石
博
則

「
藤
原
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
』
第
一
七
号
　
二
〇
一
八

（
30
）
前
掲
（
25
）

（
31
）
鵜
殿
西
遺
跡
の
調
査
に
つ
い
て
は
、「
新
宮
紀
宝
道
路
調
査
ニ
ュ
ー
ス
　
う
ど
の

№
1
」
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
八
、「
新
宮
紀
宝
道
路
調
査
ニ
ュ

ー
ス
　
う
ど
の
№
2
」
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
九
と
い
っ
た
現

場
説
明
会
資
料
を
参
照
し
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
調
査
報
告
書
の
刊
行

を
待
ち
た
い
。

（
32
）
坂
本
亮
太
「
紀
州
に
お
け
る
別
峯
大
殊
の
足
跡
」『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
第
七

九
号
　
二
〇
二
〇
で
も
、
紀
伊
半
島
南
西
端
周
辺
の
本
拠
景
観
の
特
徴
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
虎
松
山
城
跡
に
つ
い
て
は
、
規
模
・
構
造
と
も
に
、
安

宅
氏
や
周
参
見
氏
の
城
館
と
遜
色
の
な
い
水
準
の
も
の
で
あ
る
。
実
際
の
築
城

主
体
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
33
）
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
「
す
さ
み
串
本
道
路
建
設
に
伴
う
分
布
調
査
」『
和
歌
山

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
―
平
成
二
八
年
度
』
二
〇
一
八

（
34
）
白
石
博
則
「
市
屋
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
第
一
九
号
　
二
〇
二
〇

（
35
）
た
だ
し
、
時
期
的
な
変
遷
が
伴
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
き
た
い
。
ま
た
、

富
田
川
流
域
の
生
馬
荘
の
日
吉
神
社
の
棟
札
よ
り
、
永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇
）

の
建
立
時
に
安
宅
氏
が
関
与
し
て
い
る
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）
本
書
資
料
編
Ⅰ
．
文
書
史
料 

一 

紀
州
小
山
家
文
書
「
1
　
久
木
小
山
家
文
書
」

中 

安
宅
光
定
起
請
文
【
七
四
号
】
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
一
揆
的
結
合
と
い
う

表
現
が
適
切
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

（
37
）
前
掲
（
4
）
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論考編 熊野水軍が築いた城館―史跡安宅氏城館跡を中心に―


